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越

叟

夜

話

解

説 

 
 
 

大

道

寺

友

山

に

よ

る

越

前

福

井

藩

三

代

物

語 

 

越

叟

夜

話

は

江

戸

時

代

中

期

に

大

道

寺

友

山

が

著

し

た

越

前

福

井

藩

の

三

代

に

つ

い

て

の

 

物

語

で

あ

る

。 

関

ヶ

原

の

戦

い

か

ら

既

に

百

年

以

上

経

た

江

戸

時

代

中

期

に

、

一

福

井

藩

士

が

藩

成

立

初

期

の 

事

を

問

い

、

友

山

が

答

え

る

と

云

う

問

答

形

式

に

な

っ

て

い

る

。

徳

川

家

親

藩

と

し

て

幕

末

迄 

存

続

し

た

越

前

福

井

藩

の

初

代

秀

康

（

家

康

二

男

）

、

二

代

忠

直

（

秀

康

嫡

男

）

、

三

代

忠

昌

 

（

秀

康

二

男

）

の

事

跡

に

つ

い

て

語

り

、

織

豊

時

代

か

ら

江

戸

時

代

初

期

の

目

ま

ぐ

る

し

い 

歴

史

の

変

遷

を

垣

間

見

る

事

が

で

き

る

。

題

名

の

越

叟

夜

話

と

は

、

越

前

の

老

人

に

よ

る

物

語 

と

云

う

事

か

ら

名

付

け

ら

れ

た

と

思

わ

れ

、

奥

書

に

は

友

山

七

十

八

歳

で

記

す

と

あ

る

。

 
 

 

作

者

大

道

寺

友

山

は

小

田

原

北

条

家

の

家

老

職

を

勤

め

た

大

道

寺

正

繁

の

曾

孫

に

当

り

、

幼

少

の

 

時

父

を

失

い

、

 

浅

野

分

家

 
(

備

後

三

次

藩)

に

養

父

、

徳

永

四

郎

左

衛

門

と

共

に

仕

え

た

事

及

び

 

青

年

期

に

幕

臣

で

大

目

付

を

勤

め

た

北

条

氏

長

や

武

田

家

遺

臣

の

小

幡

景

徳

な

ど

に

師

事

し

た

 

事

な

ど

が

代

表

作

の

落

穂

集

の

中

に

見

え

る

。

 

た

い

へ

ん

長

寿

な

人

で

落

穂

集

の

奥

書

に

は

 

八

十

九

歳

で

記

す

と

あ

り

、

 

七

十

五

歳

の

時

に

越

前

福

井

藩

に

仕

官

し

た

と

云

わ

れ

る

。

 

現

在

伝

わ

る

作

品

と

し

て

は

落

穂

集

、

武

道

初

心

集

、

岩

淵

夜

話

、

駿

河

土

産

、

越

叟

夜

話

等

が

 

あ

り

、

歴

史

を

知

る

と

共

に

武

士

道

を

後

世

に

伝

え

る

と

云

う

テ

ー

マ

が

各

所

に

見

ら

れ

る

。

 
 

 

こ

の

越

叟

夜

話

の

写

本

は

国

立

公

文

書

館

内

閣

文

庫

に

あ

り

、

「

福

井

鑑

」

と

い

う

二

分

冊

に

 

な

っ

た

も

の

も

あ

る

が

内

容

は

全

く

同

じ

で

あ

る

。

原

文

は

一

つ

書

き

の

問

答

形

式

で

続

く

が

、

 

現

代

文

訳

で

は

話

題

毎

に

適

当

な

目

次

を

設

け

、

各

末

尾

に

註

を

付

け

た

。

 

尚

現

代

文

に

訳

す

に

当

り

、

原

文

に

使

わ

れ

て

い

る

敬

称

は 

権

現

様

 
 

（

徳

川

家

康

神

号

）

 
 
 

家

康

公

と

し

た 

台

徳

院

様

 

（

二

代

将

軍

秀

忠

法

名

）

 

秀

忠

公

と

し

た 

大

猷

院

様

 

（

三

代

将

軍

家

光

法

名

）

 

家

光

公

と

し

た 

そ

れ

以

外

の

公

、

卿

、

殿

、

様

、

君

、

な

し

は

原

文

の

ま

ま

と

し

た

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

千

十

六

年

三

月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現

代

文

訳

者 

高

橋

駿

雄 
 

訳

者

略

歴 

 
 

千

九

百

四

十

二

年

生

 

 
 

宮

崎

県

出

身

、

電

気

通

信

大

学

卒

 

 
 

商

社

勤

務

、

退

職

後

近

世

古

文

書

を

学

ぶ 

 
 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

 

「

 

大

船

庵 

」
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現

代

文

訳

越

叟

夜

話

（

え

っ

そ

う

や

わ

） 
 

目

次 

 

一

 
 

秀

康

公

、

幼

少

か

ら

秀

吉

卿

養

子

 
 

 
 
 
 

二

 
 

結

城

家

の

家

督

継

ぐ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

三

 
 

伏

見

参

勤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

四

 
 

関

ヶ

原

の

戦

い

、

越

前

入

部

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

五

 
 

越

前

家

は

制

外

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

六

 
 

秀

康

公

の

死

去

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

七

 
 

二

代

目

忠

直

公

と

越

前

騒

動

 

 
 
 
 

八

 
 

忠

直

公

と

大

坂

夏

の

陣

 

 
 
 
 

九

 
 

忠

直

公

、

豊

後

へ

配

流

 

 
 
 
 

十

 
 
 

忠

昌

公

と

大

坂

夏

の

陣

 

 
 
 
 

十

一

 

三

代

目

越

前

本

家

継

承

 
 

 
 
 
 

十

二

 

越

前

家

の

家

柄

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 

一

 

秀

康

公

の

幼

少

か

ら

秀

吉

卿

養

子

へ 

あ

る

人

の

質

問

 

松

平

越

前

家

の

元

祖

で

あ

る

中

納

言

秀

康

公

と

は

、 

か

た

じ

け

な

く

も

東

照

大

権

現

家

康

公

の

二

男

と

い

う

事

で

す

。 

嫡

男

で

あ

る 

岡

崎

三

郎

様

が

亡

く

な

っ

た

あ

と

は

嫡

子

と

な

り

、

天

下

の

主

と

も

な

る

べ

き

方 

で

す

が

、

そ

う

は

な

ら

ず

漸

く

越

前

一

国

を

治

め

る

事

に

な

っ

た

の

は

、

ど

ん

な 

事

情

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

拙

者

等

も

当

家

に

代

々

仕

え

た

者

で

す

が

、

世

代

も

代

わ

り

断

片

的

に

は

伝

わ

っ

て 

お

り

ま

す

が

確

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

こ

の

中

納

言

に

つ

い

て

詳

細

を

お

伺

い

し

た

い

。 

答

 

ご

質

問

の

趣

旨

は

良

く

分

り

ま

す

。

長

い

年

月

の

事

で

す

か

ら

、

家

中

で

も 

は

っ

き

り

知

っ

て

い

る

人

は

少

な

い

筈

で

す

。 

私

な

ど

も

時

代

が

違

っ

て

お

り

、

全

て

を

知

る

立

場

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が 

既

に

八

十

歳

に

な

り

ま

す

。

私

が

若

い

頃

は

秀

康

公

の

時

代

に

生

存

し

て

い

た

人

々

も 

偶

に

お

り

、

ま

し

て

忠

直

公

・

忠

昌

公

の

時

代

に

仕

え

た

人

々

と

は

毎

度

会

っ

て 

お

り

ま

し

た

の

で

、

直

接

聞

い

た

話

や

、

そ

の

時

代

の

人

々

の

覚

書

等

も

見

た

上

で 

知

り

え

た

事

を

基

に

お

答

え

し

ま

す

。 
 

中

納

言

秀

康

公

は

幼

名

を

於

義

丸

君

と

云

い

ま

し

た

。 

家

康

公

に

何

か

お

考

え

が

有

っ

た

の

か

本

多

作

左

衛

門

殿

へ

預

け

て

、 

そ

の

ま

ま

公

表

も

な

く

成

長

さ

れ

ま

し

た

が

、

岡

崎

三

郎

様

は

ご

存

じ

で

し

た

。 

於

義

丸

君

が

三

才

の

時

、

家

康

公

が

岡

崎

の

城

に

見

え

た

の

で

、

三

郎

様

か

ら 
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作

左

衛

門

殿

へ

内

意

を

伝

え

、

父

子

対

談

の

座

敷

の

障

子

を

次

の

間

か

ら 
於

義

丸

君

に

叩

か

せ

ま

し

た

。 
 

家

康

公

が

こ

れ

を

聞

き

咎

め

尋

ね

ら

れ

た

の

で

、

三

郎

様

は

座

を

立

ち 

於

義

丸

君

の

手

を

引

い

て

戻

ら

れ

、

是

は

私

の

弟

於

義

丸

で

す

、 

ご

覧

下

さ

い

と

申

上

ま

し

た

。

家

康

公

も

膝

の

上

に

抱

き

上

げ

、 

丈

夫

に

育

っ

た

な

と

云

わ

れ

た

の

で

、

三

郎

様

も

此

者

が

健

康

で

成

長

し

た 

後

は

私

の

良

い

協

力

者

に

な

る

で

し

ょ

う

と

申

上

る

と

、

家

康

公

も 

た

い

へ

ん

ご

機

嫌

で

来

国

光

の

脇

指

を

与

え

て

浜

松

の

城

へ

と

帰

ら

れ

ま

し

た

。 

そ

れ

以

後

は

家

中

の

上

下

の

人

々

も

於

義

丸

君

と

尊

敬

す

る

様

に

な

り

ま

し

た

。 

註

１

 

岡

崎

三

郎

（1559-1579

）

 

家

康

長

男

、

松

平

信

康

、

岡

崎

城

主 
 
 
 

家

康

と

信

長

が

同

盟

中

、

武

田

方

へ

の

内

通

を

信

長

に

疑

わ

れ

自

害

す

る 

註

２

 

結

城

秀

康

（1574-1607

）

家

康

二

男

、

秀

吉

へ

養

子

、

結

城

家

へ

養

子

、

越

前

へ 

註

３

 

松

平

忠

直

（1595-1650

）

秀

康

長

男

、

越

前

二

代

目

、

後

に

改

易

、

豊

後

へ

配

流 

註

４

 

松

平

忠

昌

（1598-1645

）

秀

康

二

男

、

越

前

三

代

目 

註

５

 

本

多

作

左

衛

門

（

重

次

 1529-1596

）

武

将

、

家

康

股

肱

の

臣 
 
 
 

作

左

衛

門

が

戦

陣

か

ら

妻

に

送

っ

た

手

紙

は

簡

潔

な

事

で

有

名 
 
 
 

「

一

筆

啓

上

火

の

用

心

 

お

仙

泣

か

す

な

 

馬

肥

や

せ

」 
 

質

問

、

天

正

五

丑

年

、

岡

崎

三

郎

様

が

遠

州

二

股

の

城

内

に

お

い

て

自

害

さ

れ

た 

後

は

於

義

丸

君

が

惣

領

に

な

り

ま

す

が

、

ど

ん

な

事

情

が

あ

っ

て

羽

柴

家

の

養

子

と 

な

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

、

不

審

に

思

わ

れ

る

の

も

当

然

で

す

。

三

郎

様

が

自

害

さ

れ

た

時 

秀

忠

公

は

未

だ

お

生

れ

で

な

く

、

於

義

丸

君

が

四

歳

で

す

か

ら

、

七

八

年

の

間

は 

確

か

に

嫡

子

で

し

た

。 
 

天

正

十

年

織

田

信

長

公

が

甲

斐

の

武

田

勝

頼

を

攻

め

た

時

、

往

路

は

信

濃

路

経

由 

で

し

た

が

帰

路

は

東

海

道

を

通

り

、

遠

州

浜

松

の

お

城

に

立

寄

り

於

義

丸

君

へ 

面

会

さ

れ

、

中

々

良

い

子

だ

と

信

長

公

に

も

褒

め

ら

れ

た

と

伝

わ

っ

て

お

り

ま

す

。 

し

か

し

そ

の

年

の

六

月

二

日

、

明

智

日

向

守

光

秀

の

謀

叛

の

為

に

信

長

公

は 

京

都

本

能

寺

で

自

害

さ

れ

ま

し

た

。 

家

康

公

は

武

田

家

の

穴

山

伊

豆

守

と

同

道

し

、

信

長

公

に

会

う

為

に

摂

津

の

堺

に 

居

ら

れ

ま

し

た

。 

信

長

公

他

界

の

報

せ

に

接

し

急

遽

堺

よ

り

脱

出

を

図

ら

れ

、 

近

江

の

信

楽

か

ら

甲

賀

越

え

を

し

て

、

伊

勢

の

白

子

よ

り

船

で

三

河

の

大

浜

へ 

到

着

し

、

そ

れ

よ

り

無

事

岡

崎

へ

帰

城

さ

れ

ま

し

た

。

  
 

一

方

上

方

に

お

い

て

は

羽

柴

筑

前

守

秀

吉

が

信

長

公

の

弔

い

合

戦

と

称

し

て 

軍

勢

を

揃

え

、

備

中

の

国

よ

り

攻

上

り

山

崎

合

戦

に

勝

利

し

て

明

智

を

追

討

し

ま

し

た

。 

そ

の

後

秀

吉

は

自

立

の

志

が

あ

っ

た

の

で

柴

田

勝

家

と

覇

権

を

争

い

、

終

に

柴

田

を 
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討

滅

し

織

田

三

七

殿

を

も

殺

害

し

ま

し

た

。 
 

更

に

尾

張

内

府

信

雄

卿

と

も

争

い

に

及

び

、

大

軍

を

擁

し

て

尾

張

へ

軍

を 
進

め

ま

し

た

。

今

ま

で

信

長

公

に

取

立

ら

れ

た

諸

大

名

も

皆

信

雄

卿

を 

捨

て

秀

吉

方

に

付

い

た

の

で

、

信

雄

卿

よ

り

家

康

公

へ

加

勢

の

依

頼

が

あ

り

ま

し

た

。 

そ

れ

に

応

え

家

康

公

は

尾

張

の

小

牧

へ

出

陣

し

、

長

久

手

に

お

い

て

一

戦

を

遂

げ

、 

大

将

秀

次

軍

を

追

崩

し

池

田

正

人

・

同

紀

伊

守

・

森

武

蔵

守

等

三

人

を

討

取

り

ま

し

た

。 

そ

の

武

略

に

秀

吉

も

大

い

に

驚

い

て

軍

勢

を

引

き

、

そ

の

後

伊

勢

の

矢

田

河

原

に 

お

い

て

秀

吉

は

信

雄

卿

と

和

睦

を

調

え

、

今

後

家

康

公

と

も

親

睦

を

深

め

た

い

と 

あ

り

ま

し

た

。 
 

そ

こ

で

信

雄

卿

の

仲

介

に

よ

り

於

義

丸

君

が

秀

吉

の

養

子

と

な

る

事

が

決

ま

り

、 

天

正

十

二

年

十

二

月

於

義

丸

君

十

一

歳

の

時

に

大

坂

へ

移

ら

れ

ま

し

た

。 

そ

の

時

石

川

伯

耆

守

殿

次

男

の

勝

千

代

と

本

多

作

左

衛

門

殿

舎

弟

孫

左

衛

門

の 

長

男

源

四

郎

の

両

人

が

児

々

姓

と

し

て

お

供

し

て

お

り

ま

す

。 

こ

の

結

果

、

家

康

公

の

三

男

秀

忠

公

が

天

正

七

年

の

お

生

れ

で

す

か

ら

、 

六

歳

で

嫡

子

と

し

て

取

立

ら

れ

ま

し

た

。 
 

同

十

三

年

七

月

十

一

日

秀

吉

卿

が

関

白

に

任

ぜ

ら

れ

、

列

国

の

諸

大

名

衆

も 

各

官

位

に

進

ん

だ

時

、

於

義

丸

君

も

元

服

さ

れ

羽

柴

少

将

参

河

守

秀

康

と 

称

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

十

二

歳

の

時

で

す

。 

註

１

 

家

康

の

関

西

脱

出

 

信

長

の

死

に

よ

り

各

地

の

土

民

が

蜂

起

す

る

中

、

家

康

は 
 
 
 

こ

の

時

軍

勢

を

連

れ

て

居

ら

ず

、

究

め

て

危

険

な

状

況

だ

っ

た

と

云

わ

れ

て

い

る 

註

２

 

秀

吉

の

自

立

 

秀

吉

は

信

長

の

家

臣

で

あ

る

が

、

信

長

の

嫡

男

信

忠

も

本

能

寺

で 

死

亡

し

た

の

で

、

信

忠

の

子

三

法

師

（

幼

児

）

を

立

て

、

信

長

の

二

男

信

雄

、 

三

男

信

孝

（

三

七

）

を

除

き

実

権

を

握

る 

註

３

 

穴

山

伊

豆

守

（

信

君

？-1582

）

武

田

氏

の

一

族

、

宗

家

滅

亡

後

家

康

の

庇

護

で 
 
 
 

甲

斐

の

一

部

支

配

。

家

康

と

堺

で

別

れ

た

後

、

土

民

の

襲

撃

で

落

命 
 

質

問 

秀

康

公

は

た

い

へ

ん

若

い

時

に

軍

勢

を

率

い

ら

れ

た

と

聞

き

ま

す

が

、 

何

歳

の

時

で

、

ど

こ

の

合

戦

で

率

い

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か 

答

 
 

天

正

十

五

年

、

薩

摩

の

太

守

島

津

修

理

太

夫

義

久

が

先

祖

よ

り

受

継

い

だ 

所

領

以

外

に

、

日

向

の

国

を

始

め

隣

国

に

侵

攻

し

大

い

に

武

威

を

揮

い

ま

し

た

。 

そ

の

上

秀

吉

卿

の

命

令

に

も

拘

ら

す

上

洛

も

し

な

い

た

め

、

島

津

征

伐

と

し

て 

秀

吉

卿

が

出

馬

し

、

そ

の

時

秀

康

公

は

十

四

歳

で

初

陣

で

し

た

。 
 

同

年

四

月

筑

紫

の

国

岩

石

城

に

薩

摩

の

熊

井

備

中

と

云

者

が

立

籠

っ

て

い

る

の

を

、 

一

気

に

攻

め

る

様

に

秀

吉

卿

の

命

令

が

あ

り

、

先

手

は

蒲

生

氏

卿

・

前

田

利

家

、 

二

の

手

は

佐

々

陸

奥

守

成

政

・

水

野

下

野

守

忠

重

で

大

将

は

秀

康

公

で

し

た

。 
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山

半

分

程

攻

取

っ

た

と

こ

ろ

で

落

城

し

、

最

早

軍

勢

を

向

け

る

必

要

が

な

い

事

を 
利

家

・

氏

郷

よ

り

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。 
秀

康

公

は

こ

れ

を

聞

か

れ

、

は

や

く

落

城

し

た

の

で

城

攻

の

戦

い

を

出

来

ず 
無

念

だ

と

涙

ぐ

ま

れ

ま

し

た

。

 

こ

れ

見

て

成

政

・

忠

重

両

人

は

、

敵

城

が 

こ

ん

な

に

速

く

落

ち

た

の

は

二

の

手

大

将

の

威

光

が

強

か

っ

た

か

ら

で

、 

こ

れ

即

ち

秀

康

公

の

お

手

柄

で

す

と

宥

め

ま

し

た

。 
 

そ

の

後

に

秀

吉

公

の

前

で

秀

康

公

の

事

を

持

出

し

て

、

流

石

に

家

康

卿

の 

御

子

息

だ

け

の

事

は

ご

ざ

い

ま

す

と

大

い

に

褒

め

た

と

こ

ろ

、

秀

吉

卿

は

、 

そ

れ

は

成

政

の

間

違

い

で

あ

る

。

秀

康

は

家

康

の

子

で

あ

る

が

、

私

の

養

子

に 

し

た

の

だ

か

ら

、

軍

事

の

気

性

は

こ

の

秀

吉

に

似

た

の

だ

と

云

わ

れ

た

そ

う

で

す

。 
  

 
 
 

二

 

秀

吉

卿

養

子

か

ら

結

城

家

の

家

督

相

続

へ 
  

質

問 

そ

の

通

り

秀

康

公

の

事

を

太

閤

も

誇

り

に

思

わ

れ

な

が

ら 

ど

ん

な

事

情

が

あ

っ

て

結

城

家

に

出

さ

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

秀

吉

卿

に

つ

い

て

云

え

ば

小

身

の

時

よ

り

勝

れ

て

大

機

と

な

る 

素

質

の

人

で

あ

り

、

そ

の

上

武

運

に

も

恵

ま

れ

て

大

身

と

な

り

ま

し

た

。 

更

に

信

長

公

が

他

界

の

後

は

次

々

と

軍

を

起

こ

し

、

関

西

で

十

五

ヶ

国

程 

手

に

入

れ

、

行

々

は

関

東

・

奥

州

も

支

配

し

た

い

志

は

在

り

ま

し

た

。 
 

し

か

し

家

康

公

は

新

田

源

氏

の

正

統

の

家

柄

で

あ

り

、

そ

の

上

若

い

頃

か

ら 

武

田

や

北

條

の

両

家

を

は

じ

め

、

諸

方

の

敵

と

戦

い

負

け

戦

ら

し

い

も

の

も

あ

り

ま

せ

ん

。 

中

で

も

遠

州

三

方

ケ

原

・

江

州

姉

川

・

越

前

金

ケ

崎

に

戦

い

に

お

け

る

退

き

方

な

ど

は 

天

下

の

武

士

が

称

賛

す

る

事

で

あ

り

、

弁

舌

を

揮

う

様

に

軍

略

に

勝

れ

た 

働

き

盛

り

の

大

将

で

す

。 

そ

の

上

領

国

と

し

て

三

河

、

遠

江

・

甲

斐

・

駿

河

合

せ

て

四

ケ

国

を

支

配

さ

れ

て

い

ま

す

。 

秀

吉

公

も

家

康

公

の

事

を

一

目

置

い

て

お

り

ま

し

た

が

、

長

久

手

の

一

戦

で

改

め

て 

そ

の

手

際

を

確

認

し

て

、

こ

れ

は

家

康

公

と

敵

対

し

て

は

自

分

の

天

下

を

取

る

と

い

う 

大

望

は

遂

げ

ら

れ

な

い

と

考

え

ま

し

た

。

  
 

そ

こ

で

先

ず

信

雄

卿

と

和

睦

し

て

後

家

康

公

と

も

和

睦

を

調

へ

、

秀

康

公

を

養

子

に

す

れ

ば 

家

康

公

も

必

ず

上

洛

あ

る

だ

ろ

う

と

考

え

ま

し

た

。 

し

か

し

秀

吉

卿

の

考

へ

と

は

大

い

に

異

な

り

、

織

田

内

府

か

ら

も

種

々

説

得

に

し

ま

し

た

が 

家

康

公

は

上

洛

し

ま

せ

ん

。 

羽

柴

下

総

守

も

度

々

浜

松

へ

下

り

、

か

く

も

ご

上

洛

を

拒

ま

れ

る

と

和

睦

も

破

れ

、 

三

河

守

秀

康

殿

の

身

に

も

支

障

が

有

る

や

も

知

れ

ま

せ

ん

と

云

う

。 

家

康

公

は

こ

れ

を

聞

き

、

三

河

守

は

秀

吉

が

養

子

に

し

た

い

と

云

う

希

望

に

任

せ

た

以

上 

最

早

私

の

子

で

は

な

い

。

親

と

し

て

子

を

殺

し

て

も

良

い

か

ど

う

か

は

秀

吉

の

気

持

ち 

次

第

で

あ

る

と

い

う

ご

意

見

で

し

た

。 
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秀

吉

卿

は

こ

れ

を

聞

き

、

重

ね

て

妹

朝

日

姫

と

家

康

公

の

縁

組

を

羽

柴

下

総

守

に

取

持

た

せ

、 
天

正

十

四

年

五

月

十

四

日

朝

日

姫

は

浜

松

の

お

城

へ

輿

入

れ

と

な

り

ま

し

た

。 
こ

の

様

に

深

い

親

戚

関

係

に

な

り

ま

し

た

が

、

家

康

公

は

中

々

上

洛

の

様

子

が

あ

り

ま

せ

ん

。 

一

方

秀

吉

卿

は

九

州

征

伐

の

件

が

差

迫

っ

て

お

り

、

一

時

も

早

く

家

康

公

と

の

関

係

を 

緊

密

に

し

た

く

、

弟

の

大

和

大

納

言

秀

長

卿

の

反

対

を

押

切

り

、

終

に

母

の

大

政

所

を 

人

質

と

し

て

岡

崎

に

城

に

差

出

す

事

に

し

ま

し

た

。 

天

正

十

四

年

九

月

に

至

り

浅

野

弾

正

長

政

を

差

添

え

大

政

所

を

岡

崎

の

城

へ

差

下

し

ま

し

た

。 
 

こ

こ

に

及

び

家

康

公

も

何

の

気

遣

い

も

無

く

な

り

、

早

速

上

洛

の

為

出

発

さ

れ

ま

し

た

。 

家

康

公

が

大

坂

へ

着

く

と

秀

吉

公

の

思

い

が

け

な

い

も

て

な

し

で

、

接

待

の

総

元

締

の 

大

和

大

納

言

殿

、

実

務

担

当

藤

堂

与

右

衛

門

殿

の

両

人

が

京

都

迄

付

添

い

ま

し

た

。 

今

回

の

も

て

な

し

に

は

家

康

公

も

た

い

へ

ん

喜

ば

れ

、

以

後

は

親

密

な

関

係

が

築

か

れ

双

方

で 

使

者

の

取

交

わ

し

も

頻

繁

と

な

り

ま

し

た

。 
 

さ

て

秀

康

公

に

関

し

て

は

、

元

々

秀

吉

卿

が

何

と

か

し

て

家

康

公

と

親

し

く

な

る

た

め

の 

手

段

と

し

て

養

子

と

し

た

も

の

で

し

た

。 

そ

ん

な

あ

る

時

、

天

正

十

七

年

秀

康

公

が

十

六

歳

の

時

、

伏

見

城

内

の

馬

場

に

お

い

て 

秀

吉

卿

が

乗

馬

を

見

物

さ

れ

、

秀

康

公

も

馬

を

召

ま

し

た

が

、

太

閤

の

馬

役

の

侍

が

秀

康

公

の 

馬

と

競

い

、

そ

の

時

の

態

度

が

無

礼

だ

っ

た

事

で

秀

康

公

は

不

機

嫌

と

な

り

、

馬

上

か

ら 

只

一

打

に

切

落

し

に

な

り

ま

し

た

。

太

閤

の

見

物

所

か

ら

も

近

い

所

だ

っ

た

の

で 

皆

大

騒

ぎ

と

な

り

、

太

閤

も

無

礼

が

あ

っ

た

の

だ

か

ら

仕

方

な

い

と

云

わ

れ

た

が

、 

心

の

内

で

は

秀

康

公

を

人

に

勝

れ

た

器

量

の

持

主

と

思

っ

て

お

ら

れ

た

事

に

少

し

疑

問

を 

持

つ

に

至

り

ま

し

た

。 
 

そ

の

よ

う

な

時

、

天

正

十

八

年

の

春

、

下

野

の

国

の

結

城

左

衛

門

督

晴

朝

が

多

賀

谷

安

芸

守 

と

云

う

家

老

を

上

洛

さ

せ

、

晴

朝

は

年

齢

五

十

歳

を

越

え

ま

し

た

が

家

督

を

継

が

せ

る 

男

子

が

有

り

ま

せ

ん

。

ぜ

ひ

太

閤

一

族

の

内

一

人

を

戴

け

れ

ば

、

自

分

の

娘

と

結

婚

さ

せ

て 

結

城

の

家

を

譲

り

た

い

と

願

い

出

ま

し

た

。 

秀

吉

卿

は

、

結

城

の

家

は

関

東

の

名

家

で

あ

る

か

ら

、

由

緒

の

正

し

く

な

い

者

を

行

か

せ

る 

訳

に

は

行

か

な

い

。

 

幸

に

自

分

に

養

子

の

息

子

が

あ

る

か

ら

、

是

を

差

上

げ

よ

う

と 

秀

康

公

の

事

を

約

束

さ

れ

ま

し

た

。 
 

此

年

北

條

家

退

治

と

し

て

、

太

閤

が

小

田

原

へ

下

向

の

節

、

秀

康

公

も

出

陣

し

、 

小

田

原

が

落

城

後

直

に

結

城

へ

行

か

れ

ま

し

た

。 

同

年

八

月

晴

朝

が

隠

居

し

て

家

督

を

秀

康

公

へ

譲

り

、

そ

の

時

の

結

城

本

領

は 

十

万

千

石

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

太

閤

も

奥

州

よ

り

の

帰

が

け

に

結

城

へ

立

寄

っ

た

と 

言

い

ま

す

。 
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文

禄

元

年

の

高

麗

陣

で

は

太

閤

が

筑

紫

へ

下

向

の

節

、

秀

康

公

も

千

五

百

の

人

数

で 
名

護

屋

に

在

陣

し

、

慶

長

二

年

廿

四

歳

の

時

参

議

に

進

み

、

結

城

宰

相

秀

康

公

と 
称

さ

れ

ま

し

た 
註

１

 

大

和

大

納

言

（

羽

柴

秀

長1540-1591 

）

秀

吉

弟

、

 

病

死 

註

２

 

羽

柴

下

総

守

（

滝

川

雄

利1543-1610

）

織

田

信

長

家

臣

、

後

秀

吉

の

御

伽

衆

の

一

人 
 
 
 

関

ヶ

原

で

西

軍

に

属

し

た

が

家

康

に

召

出

さ

れ

常

陸

片

野

藩

二

万

石

を

与

え

ら

れ

る 

註

３

 

籐

堂

与

右

衛

門

（1556-1630

）

後

の

大

名

籐

堂

高

虎

 

浅

井

家

の

足

軽

か

ら

出

発

し

、 
 
 
 

こ

の

時

は

羽

柴

秀

長

の

家

臣 

註

４

 

結

城

晴

朝

（1534-1614
）

下

総

国

の

戦

国

大

名

、

結

城

家

十

七

代

当

主 

註

５

 

高

麗

陣

 

秀

吉

の

朝

鮮

侵

攻

、

文

禄

・

慶

長

の

役 

註

６

 

結

城

 

下

総

国

結

城

、

現

茨

城

県

結

城

市 
  

 
 
  

三 

秀

康

公

伏

見

に

参

勤 

質

問 

太

閤

秀

吉

卿

の

他

界

後

、

大

坂

で

石

田

治

部

少

輔

三

成

と

諸

大

名

衆

と 

争

い

が

あ

り

、

三

成

自

身

の

生

命

に

危

険

が

迫

る

の

を

佐

竹

義

宣

か

ら

の

知

ら

せ

で

、 

大

坂

を

逃

出

し

伏

見

へ

行

き

家

康

公

に

庇

護

を

願

い

、

佐

和

山

の

城

へ

は

秀

康

公

が 

送

っ

た

と

有

り

ま

す

が

、

ど

の

様

な

事

情

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

こ

の

争

い

は

一

朝

一

夕

の

事

で

は

な

く

、

高

麗

陣

以

来

の

も

の

で

す

。 

事

の

次

第

は

複

雑

で

細

か

い

説

明

を

省

き

ま

す

が

諸

大

名

の

中

で

加

藤

肥

後

守

殿

・ 

同

左

馬

之

助

殿

・

福

島

左

衛

門

太

夫

殿

・

浅

野

左

京

太

夫

殿

・

黒

田

甲

斐

守

殿

・ 

細

川

越

中

守

殿

は

特

に

三

成

と

仲

が

悪

く

、

そ

の

当

時

七

人

衆

と

云

わ

れ

て 

い

た

そ

う

で

す

。 
 

家

康

公

も

治

部

少

輔

は

不

届

な

者

と

は

思

わ

れ

ま

し

た

が

、

困

難

に

際

し

命

を 

預

け

て

の

頼

み

に

見

捨

て

る

事

も

で

き

な

い

の

で

、

七

人

衆

の

方

々

へ

説

得

に

当

り

、 

幾

分

彼

等

の

興

奮

も

収

ま

っ

た

の

で

、

三

成

に

穏

便

に

佐

和

山

へ

帰

城

さ

れ

よ

、 

と

云

わ

れ

ま

し

た

。 

そ

の

夜

中

伏

見

の

城

中

で

火

縄

の

匂

い

が

す

る

の

で

目

付

衆

に

調

べ

さ

せ

た

処

、 

七

人

衆

の

屋

敷

だ

け

で

は

な

く

他

の

大

名

衆

の

屋

敷

で

も

火

縄

の

音

が

す

る

と 

報

告

あ

り

ま

し

た

。

こ

れ

で

は

三

成

が

帰

城

す

る

途

中

が

不

安

で

あ

る

と

思

わ

れ 

秀

康

公

に

見

送

り

を

指

示

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

を

聞

い

た

堀

尾

帯

刀

殿

も

、 

拙

者

も

秀

康

公

の

道

連

れ

に

と

願

出

て

慶

長

四

閏

三

月

七

日

、

三

成

見

送

り

に 

同

道

し

ま

し

た

。 
 

伏

見

を

出

る

と

醍

醐

・

山

科

の

辺

の

あ

ち

ら

こ

ち

ら

の

藪

陰

に

五

騎

十

騎

と

人

数

を 

見

か

け

る

の

で

秀

康

公

も

気

を

付

け

て

い

ま

し

た

が

、

佐

和

山

か

ら

登

っ

て

く

る 

三

成

の

家

来

共

で

し

た

。

間

も

な

く

五

六

十

騎

に

も

な

っ

た

の

で

三

成

は

、 

私

の

家

来

共

が

迎

え

に

来

た

よ

う

で

す

か

ら

、

も

う

お

帰

り

下

さ

い

と

再

三

断

り

ま

し

た

。 

し

か

し

秀

康

公

は

同

意

せ

ず

瀬

田

迄

送

っ

て

き

た

処

で

、

三

成

の

家

来

の

大

場

土

佐

と 



 9

云

う

者

が

軍

勢

を

つ

れ

て

、

佐

和

山

よ

り

迎

に

来

た

の

で

、

瀬

田

の

大

榎

木

の

下

で 
三

成

は

乗

物

よ

り

下

り

ま

し

た

。

帯

刀

殿

が

近

く

に

来

た

の

で 
 

三

成

は

、

三

河

守

殿

に

此

処

ま

で

送

っ

て

戴

い

た

事

は

忝

い

事

で

す

。 

し

か

し

貴

殿

も 

御

覧

の

様

に

家

来

共

も

迎

の

為

に

追

々

来

て

お

り

ま

す

の

で

、

も

う

貴

殿

も

秀

康

公

に 

同

道

し

て

帰

京

さ

れ

た

い

と

。 

そ

の

旨

を

帯

刀

殿

が

伝

え

た

の

で

秀

康

公

も

三

成

が

休

ん

で

い

る

所

に

来

ら

れ

、 

御

断

り

の

件

は

分

り

ま

す

が

、

佐

和

山

の

城

下

迄

見

送

る

様

に

と

内

府

か

ら

云

わ

れ

て

お

り

、 

此

処

で

帰

る

訳

に

は

行

き

ま

せ

ん

と

。 

治

部

少

輔

も

、

そ

れ

は

尤

の

事

で

す

が

是

ま

で

の

事

は

私

に

護

衛

が

無

か

っ

た

の

で

、 

お

見

送

り

に

預

か

り

ま

し

た

。

更

に

お

見

送

り

と

云

わ

れ

て

は

、

私

の

男

が

立

ち

ま

せ

ん

の

で 

是

非

こ

れ

よ

り

御

帰

り

下

さ

い

。

 

そ

れ

で

も

お

見

送

り

と

云

わ

れ

る

と

此

処

に

幾

日

も 

逗

留

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 
 

三

成

が

帯

刀

殿

か

ら

も

三

河

守

殿

が

帰

京

さ

れ

る

よ

う

に

頼

ん

で

欲

し

い

と

い

う

事

で

、 

帯

刀

殿

も

秀

康

公

を

説

得

し

ま

す

。

秀

康

公

も

、

そ

こ

ま

で

言

わ

れ

る

な

ら

帰

り

ま

す

が

、 

私

の

名

代

と

し

て

土

屋

左

馬

之

助

と

云

う

者

を

差

し

添

え

ま

す

と

云

う

事

で

別

れ

て 

瀬

田

か

ら

帰

京

さ

れ

ま

し

た

。 
 

堀

尾

帯

刀

殿

も

同

じ

く

帰

り

、

直

に

伏

見

へ

参

上

し

秀

康

公

に

よ

る

瀬

田

迄

の

心

遣

い

の 

様

子

や

、

家

中

の

人

々

に

腹

巻

・

胴

丸

等

を

着

け

さ

せ

、

鉄

砲

五

挺

に

一

挺

毎

火

縄

に

火

を 

付

け

て

持

た

せ

て

い

た

事

等

報

告

し

た

所

、

家

康

公

も

た

い

へ

ん

御

機

嫌

で

、

そ

な

た

の 

云

う

通

り

で

あ

れ

ば

若

者

に

し

て

は

行

届

い

て

い

る

、

と

云

わ

れ

た

そ

う

で

す

。 
 

一

方

三

成

は

佐

和

山

の

城

へ

帰

る

と

土

屋

左

馬

之

助

を

大

い

に

も

て

な

し

、

正

宗

の

刀

を 

自

身

で

持

出

し

て

来

て

、

是

は

故

太

閤

の

秘

蔵

の

刀

で

私

が

拝

領

し

た

も

の

で

あ

る

。 

是

を

貴

殿

へ

預

け

る

の

で

、

若

し

三

河

守

殿

が

見

て

気

に

入

れ

ば

喜

ば

し

い

と

、 

左

馬

之

助

へ

渡

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

註

１

 

堀

尾

帯

刀

（

吉

晴1544-1611

）

豊

臣

政

権

三

中

老

の

一

人

、

家

康

と

反

家

康

と

の 
 
 
 

仲

介

を

勤

め

る

。 

註

２

 

佐

和

山

城 

近

江

国

彦

根

に

あ

っ

た

戦

国

時

代

の

城

、

こ

の

時

は

石

田

三

成

の

居

城 
  質

問 

そ

の

頃

の

事

で

し

ょ

う

か

、

大

坂

城

中

で

奉

行

達

が

申

合

せ

て

家

康

公

を 

暗

殺

す

る

計

画

が

あ

り

ま

し

た

が

、

当

時

秀

康

公

は

何

所

に

居

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か 

答

 

そ

の

時

は

秀

頼

へ

重

陽

の

御

祝

儀

を

申

上

げ

る

た

め

慶

長

四

年

九

月

七

日

、 

家

康

公

は

伏

見

よ

り

大

坂

へ

下

り

西

の

丸

に

滞

在

さ

れ

ま

し

た

。 

九

日

の

朝

本

丸

へ

入

ら

れ

る

時

、

浅

野

弾

正

が

お

迎

え

に

出

て

先

導

し

、

強

力

の 

土

方

勘

兵

衛

が

後

ろ

か

ら

抱

き

か

か

え

、

大

野

修

理

が

殺

害

す

る

と

云

う

計

画

で

し

た

。 

こ

の

情

報

を

細

川

越

中

守

殿

が

入

手

、

西

の

丸

に

訪

れ

て

密

か

に

知

ら

せ

、 
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今

か

ら

病

気

と

い

う

事

で

九

日

の

登

城

は

中

止

し

、

養

生

の

為

と

云

っ

て

伏

見

へ 
お

帰

り

に

な

る

の

が

良

い

と

強

く

説

得

し

ま

す

。

  
 

し

か

し

家

康

公

は

こ

れ

に

同

意

せ

ず

九

日

朝

の

登

城

の

節

、

譜

代

大

名

衆

や 

そ

の

外

御

使

番

衆

の

中

か

ら

屈

強

の

人

々

を

選

び

数

名

を

召

連

れ

ま

し

た

。 

本

丸

へ

入

る

時

桜

の

門

の

番

人

共

が

、

お

供

衆

が

多

す

ぎ

る

の

で

残

る

様

に

と

押

留

め 

ま

し

た

が

、

聞

き

入

れ

ず

各

々

が

本

丸

ま

で

お

供

し

、

御

使

番

衆

は

何

れ

も

玄

関

に 

残

り

ま

し

た

が

、

譜

代

大

名

衆

は

秀

頼

卿

面

会

部

屋

の

次

の

間

に

控

え

た

の

で

、 

事

前

の

計

画

と

は

大

に

異

な

り

、

何

事

も

な

く

西

の

丸

へ

帰

ら

れ

ま

し

た

。 
 

そ

の

侭

伊

奈

図

書

を

召

し

て

秀

康

公

へ

の

伝

言

を

預

け

ら

れ

、

伊

奈

は

早

馬

で 

伏

見

へ

帰

り

、

伝

言

の

内

容

を

秀

康

公

へ

申

上

げ

た

所

、

早

速

留

守

に

残

っ

て

い

た 

人

数

殆

ん

ど

は

一

騎

駈

け

の

様

に

し

て

大

坂

へ

下

り

、

秀

康

公

は

手

勢

で

本

丸

を

堅

め

、 

各

出

口

を

自

身

で

見

分

し

、

堅

固

に

護

衛

さ

れ

た

そ

う

で

す

。 
 

間

も

な

く

此

暗

殺

計

画

が

明

ら

か

と

な

り

、

調

査

の

結

果

、

外

の

奉

行

衆

は

無

関

係

で 

浅

野

弾

正

一

人

の

仕

業

と

言

う

事

に

な

り

、

弾

正

・

勘

兵

衛

・

修

理

三

人

は

何

ら

か

の 

罪

科

に

問

わ

れ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

  

し

か

し

家

康

公

が

言

わ

れ

た

事

は

、

弾

正

等

の

気

持

ち

で

は

、

此

家

康

さ

へ

殺

せ

ば 

秀

頼

の

為

に

な

る

と

云

う

考

え

で

事

を

起

し

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

不

了

簡

と

も 

言

え

な

い

の

で

死

罪

や

遠

流

に

す

る

程

で

も

な

い

。

息

子

の

左

京

太

夫

へ

預

け

れ

ば

良

い

、 

大

野

と

土

方

に

つ

い

て

は

更

に

軽

く

せ

よ

と

の

差

図

が

あ

り

、

弾

正

は

甲

斐

の

国

へ

、 

土

方

は

常

陸

、

大

野

は

下

野

へ

と

夫

々

の

配

流

が

決

ま

り

、

大

坂

は

先

ず

は

静

か

に 

治

ま

り

家

康

公

は

伏

見

へ

帰

ら

れ

た

と

言

う

事

で

す 
 

但

し

弾

正

が

云

う

に

は

土

方

と

大

野

は

他

人

へ

預

け

ら

れ

、

自

分

が

首

謀

者

で

あ

る

の

に

、 

倅

の

左

京

太

夫

へ

預

け

ら

れ

た

の

で

は

、

国

持

の

隠

居

の

様

な

気

楽

の

も

の

で

是

は 

本

意

で

は

な

い

。

そ

の

上

老

躰

に

甲

斐

の

山

中

の

住

居

で

は

寒

風

も

辛

い

。

願

わ

く

ば 

家

康

公

の

領

分

の

内

で

あ

る

武

蔵

の

府

中

は

甲

斐

に

も

近

い

の

で

、

こ

こ

に

閑

居

し

た

い 

と

願

っ

た

所

、

好

き

な

様

に

と

云

わ

れ

た

の

で

軽

い

工

事

で

住

居

を

調

へ

武

蔵

の

府

中

に 

住

み

、

後

々

は

家

康

公

も

府

中

辺

に

鷹

狩

に

出

か

け

ら

れ

た

時

、

弾

正

の

閑

居

へ

立

寄

り 

囲

碁

な

ど

さ

れ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

註

１

 

重

陽

 

五

節

句

の

一

つ

、

旧

暦

の

九

月

九

日

 

菊

の

節

句

と

も

言

う 

註

２

 

秀

吉

の

遺

言

に

よ

る

豊

臣

政

権

の

秀

頼

を

立

て

る

職

制

で

大

名

か

ら

は 
 
 
 

五

大

老

（

徳

川

家

康

 

前

田

利

家

、

毛

利

輝

元

、

宇

喜

田

秀

家

、

上

杉

景

勝

）

、 
 
 
 

三

中

老

（

生

駒

輝

正

、

堀

尾

吉

晴

、

中

村

一

氏

） 
 
 
 

五

奉

行

（

浅

野

弾

正

長

政

、

石

田

三

成

、

増

田

長

盛

、

長

束

正

家

、

前

田

玄

以

） 

註

３

 

大

野

修

理

（

治

長

？-1615

）

暗

殺

未

遂

事

件

の

時

は

秀

頼

近

侍

、

警

護

隊

長 

註

４

 

土

方

勘

兵

衛

（

雄

久1553-608 

）

織

田

信

雄

家

臣

か

ら

秀

吉

に

仕

え

る

、 
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事

件

後

佐

竹

義

宣

に

預

け

ら

れ

る

。

後

下

総

多

古

藩

初

代

藩

主

一

万

五

千

石 
  

 
 
 
 

四 

関

ヶ

原

戦

と

秀

康

公

の

越

前

入

部 
質

問 

石

田

三

成

が

乱

を

起

し

た

時

、

秀

康

公

は

何

方

に

居

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

、 

関

ヶ

原

へ

出

陣

し

た

諸

大

名

衆

の

中

に

名

前

が

見

え

ま

せ

ん

。 

答

 

上

杉

中

納

言

景

勝

が

石

田

三

成

と

申

合

せ

、

会

津

の

城

に

立

籠

も

っ

て

い

る

の

を 

家

康

公

が

聞

か

れ

、

秀

頼

卿

が

幼

年

で

あ

る

か

ら

と

い

っ

て

景

勝

の

勝

手

な

振

舞

は 

不

届

き

で

あ

る

と

諸

大

名

に

諮

り

、

自

ら

会

津

へ

追

討

の

軍

を

出

す

事

に

な

り

ま

し

た

。 

慶

長

五

年

六

月

十

六

日

大

坂

を

出

発

、

伏

見

城

へ

帰

り

留

守

居

と

し

て

鳥

居

彦

右

衛

門

殿 

・

松

平

主

殿

殿

・

内

藤

弥

治

右

衛

門

殿

・

松

平

五

左

衛

門

殿

の

四

人

の

衆

を

残

し

、 

同

十

八

日

伏

見

を

出

発

、

七

月

二

日

江

戸

へ

到

着

、

同

廿

一

日

江

戸

を

進

発

、 

廿

四

日

下

野

の

国

小

山

に

着

陣

さ

れ

ま

し

た

。 
 

秀

忠

公

は

宇

都

宮

に

陣

を

構

え

、

秀

康

公

は

小

山

と

結

城

と

は

近

い

の

で

、

軍

勢

は 

結

城

に

残

し

手

勢

の

み

で

小

山

の

本

陣

に

詰

め

て

居

ら

れ

ま

し

た

。 

そ

こ

へ

上

方

よ

り

追

々

飛

脚

が

到

来

し

て

、

今

度

関

東

へ

諸

大

名

が

下

向

の

後

、 

石

田

三

成

が

佐

和

山

の

城

を

出

て

大

坂

に

現

れ

、

小

西

摂

津

守

、

増

田

右

衛

門

尉

、 

長

束

大

蔵

、

安

国

寺

等

と

計

り

、

宇

喜

田

中

納

言

秀

家

、

毛

利

中

納

言

輝

元

、 

筑

前

中

納

言

秀

秋

、

岐

阜

中

納

言

秀

信

、

島

津

兵

庫

頭

義

弘

等

を

始

と

し

て

、 

そ

の

外

数

名

申

合

せ

て

、

先

ず

伏

見

の

城

を

攻

落

し

て

夫

よ

り

関

東

へ

攻

下

る

か

、 

叉

は

家

康

公

が

上

洛

す

る

時

に

そ

の

中

途

で

迎

え

て

一

戦

に

及

ぶ

等

の

情

報

が 

種

々

報

告

さ

れ

ま

し

た

。 
 

家

康

公

は

最

初

に

秀

康

公

を

召

し

て

本

多

佐

渡

守

殿

一

人

を

側

に

置

か

れ

、 

今

度

の

事

に

つ

い

て

、

先

ず

会

津

へ

進

発

し

急

い

で

景

勝

を

追

討

し

、

そ

れ

か

ら

上

方

へ 

進

発

す

べ

き

か

、

叉

は

会

津

に

対

し

て

は

押

さ

え

の

軍

だ

け

を

残

し

、

先

に

上

方

へ 

攻

上

る

べ

き

か

、

こ

の

両

案

に

つ

い

て

貴

殿

は

ど

う

思

う

か

と

尋

ね

ら

れ

ま

し

た

。 
 

秀

康

公

が

申

上

げ

た

の

は

、

景

勝

は

若

い

武

将

で

す

が

軍

事

に

勝

れ

、

有

能

な

部

下

を 

多

く

持

ち

百

万

石

の

大

身

で

す

。

特

に

会

津

城

は

甚

だ

堅

固

で

す

か

ら

急

い

で

攻

め 

つ

ぶ

そ

う

と

し

て

も

、

か

な

り

時

間

が

掛

か

る

事

が

考

え

ら

れ

ま

す

。 

一

方

今

度

上

方

に

お

い

て

敵

対

す

る

大

将

達

の

中

で

、

こ

れ

と

云

う

人

物

は

一

人

も 

お

り

ま

せ

ん

。

故

に

上

方

へ

進

発

し

一

戦

の

上

勝

利

さ

へ

な

さ

れ

ば

、

景

勝

は

自

然

に 

降

伏

す

る

以

外

な

く

な

り

ま

す

。

私

は

今

度

の

下

向

に

同

行

し

た

諸

大

名

と

連

れ

立

ち

、 

お

先

へ

攻

上

る

べ

き

か

と

存

じ

ま

す

と

申

上

げ

ま

し

た

。 
 

家

康

公

も

同

じ

考

え

の

様

子

で

、

そ

れ

な

ら

景

勝

の

押

へ

は

誰

に

や

ら

せ

る

か

と

尋

ね

ま

す

。 

秀

康

公

は

再

度

、

先

程

の

様

に

景

勝

は

単

独

と

は

云

い

な

が

ら

簡

単

な

敵

で

は 

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

そ

れ

を

考

慮

し

て

人

選

が

必

要

と

存

じ

ま

す

。 
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家

康

公

、

夫

な

ら

ば

貴

殿

以

外

に

景

勝

の

押

へ

に

残

す

人

は

無

い

の

で

、

左

様 
心

得

ら

れ

た

い

と

上

意

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

秀

康

公

、

今

度

上

方

に

於

け

る

一

戦

は

天

下

分

目

の

合

戦

と

も

云

う

べ

き

も

の

で

す

。 

故

に

私

は

残

る

事

が

本

意

で

は

な

く

、

た

と

へ

御

機

嫌

に

背

い

て

も

御

断

り

し

て 

上

方

へ

本

隊

に

先

立

ち

攻

め

上

が

り

た

く

存

じ

ま

す

。 

家

康

公

、

先

程

そ

な

た

は

、

上

方

は

こ

れ

と

云

っ

た

強

敵

も

な

く

組

し

易

く

、

一

方 

景

勝

は

単

独

で

も

難

敵

で

あ

る

と

云

う

。

そ

れ

な

の

に

上

方

に

行

き

た

い

、

と

云

う

の

は 

景

勝

を

相

手

に

す

る

の

が

嫌

な

の

か

と

、

秀

康

公

を

理

詰

め

に

さ

れ

ま

し

た

。 
 

そ

こ

で

秀

康

公

も

、

此

上

は

何

れ

の

道

も

御

奉

公

は

同

じ

で

す

か

ら

景

勝

の

押

え

を

取

り

ま

す

。 

私

が

お

請

す

る

以

上

は

上

方

へ

御

出

陣

後

の

事

は

少

も

ご

心

配

な

く

と

申

上

げ

ま

し

た

。 

こ

の

潔

い

承

諾

を

側

に

控

え

た

佐

渡

守

殿

は

聞

い

て

感

涙

を

流

し

、

家

康

公

も

た

い

へ

ん 

満

足

と

感

涙

さ

れ

、

納

戸

掛

か

り

に

指

示

し

て

鎧

を

一

領

取

寄

せ

、

是

は

若

年

の

頃

よ

り 

数

度

の

戦

で

使

用

し

た

が

一

度

も

不

覚

を

取

っ

た

事

が

な

い

秘

蔵

の

鎧

で

あ

る

、 

今

度

大

事

な

留

守

を

頼

む

の

で

是

を

譲

る

と

上

意

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

秀

康

公

は

こ

れ

を

拝

領

し

陣

屋

に

戻

る

と

結

城

代

々

の

四

家

老

多

賀

谷

・

水

谷

・

山

川

・ 

岩

上

等

を

呼

ん

で

、

上

意

の

趣

を

聞

か

さ

れ

、

拝

領

の

具

足

を

披

露

さ

れ

ま

し

た

。 

秀

康

公

は

彼

等

に

、

自

分

は

今

度

重

い

役

目

を

蒙

っ

た

の

で

、

若

し

も

御

留

守

の

間

に 

異

変

が

あ

れ

ば

命

を

掛

け

る

覚

悟

で

あ

る

。

各

々

方

も

そ

の

積

り

で

忠

勤

さ

れ

よ

と 

申

渡

し

ま

し

た

。 

そ

の

後

宇

都

宮

・

氏

郷

・

那

須

・

大

田

原

辺

へ

も

折

々

出

馬

し

、

会

津

の

押

さ

え

と

し

て 

小

山

に

在

陣

さ

れ

た

と

の

事

で

す

。 
 

家

康

公

は

九

月

朔

日

、

江

戸

を

出

発

、

同

十

五

日

関

ヶ

原

の

一

戦

を

勝

利

さ

れ

、 

関

の

藤

川

の

台

に

馬

を

繋

い

で

い

た

所

へ

、

秀

康

公

が

付

け

ら

れ

た

真

砂

作

兵

衛

と 

山

名

与

治

兵

衛

両

人

が

共

に

手

柄

を

上

げ

そ

の

印

の

首

を

持

参

し

た

の

で

目

通

り

し

て 

褒

め

ら

れ

ま

し

た

。 

こ

の

合

戦

勝

利

の

様

子

を

一

刻

も

早

く

秀

康

公

へ

も

知

ら

せ

た

い

と

思

わ

れ

、

両

人

に

す

ぐ 

戻

る

か

と

上

意

あ

り

ま

し

た

が

、

両

人

共

負

傷

し

て

お

り

、

急

ぐ

旅

は

難

し

い

と 

御

断

り

し

た

の

で

、

別

人

に

秀

康

公

へ

の

自

筆

書

状

を

持

た

さ

れ

ま

し

た

。 

そ

の

文

言

は

、

今

度

の

濃

州

関

ヶ

原

の

合

戦

で

勝

利

で

き

た

事

は

偏

に

貴

殿

が

奥

州

方

面

を 

強

固

に

押

さ

え

、

関

東

が

静

謐

だ

っ

た

か

ら

で

あ

る

。 

今

ま

で

の

人

生

で

こ

れ

に

勝

る

喜

び

は

な

い

と

い

う

事

で

し

た 
 

さ

て

秀

康

公

は

関

ヶ

原

戦

の

勝

利

の

一

報

以

後

も

小

山

に

在

陣

し

ま

し

た

が

、 

信

州

の

真

田

安

房

守

も

降

参

し

た

の

で

、

景

勝

も

勢

い

尽

き

て

秀

康

公

へ

降

参

の 

申

入

れ

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

榊

原

式

部

殿

を

始

め

奥

州

押

へ

の

面

々

に 
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軍

勢

引

上

の

命

令

が

あ

っ

た

の

で

、

小

山

の

陣

を

引

払

い

江

戸

に

出

、

早

速

使

者

を 
上

方

に

立

て

、

天

下

一

統

の

お

祝

い

を

申

上

げ

ま

し

た

。 
 

そ

の

年

の

十

一

月

廿

七

歳

の

時

、

越

前

の

国

を

拝

領

す

る

事

が

結

城

に 

知

ら

さ

れ

た

の

で

、

お

礼

の

為

小

栗

備

後

を

差

し

上

ら

せ

、

本

多

伊

豆

守

に

城

を 

請

と

ら

せ

ま

し

た

。 

翌

年

の

春

上

杉

景

勝

を

同

道

し

て

上

京

し

、

五

月

に

至

り

伏

見

よ

り

大

津

へ

出

、

敦

賀

を 

経

由

し

て

、

越

前

へ

入

部

、

そ

の

年

の

九

月

よ

り

北

の

庄

城

の

工

事

に

掛

か

り

ま

し

た

。 
 

こ

の

越

前

拝

領

の

お

礼

の

た

め

秀

康

公

が

江

戸

へ

参

勤

さ

れ

た

時 

秀

忠

公

は

鷹

狩

り

の

序

に

と

品

川

迄

出

か

け

ら

れ

、

対

談

の

上

同

道

さ

れ

直

に

本

丸

へ

入

り

、 

秀

康

公

の

乗

物

を

も

玄

関

へ

横

付

す

る

様

に

言

わ

れ

ま

し

た

。 

秀

忠

公

が

待

っ

て

居

ら

れ

、

お

先

へ

と

上

意

が

あ

り

ま

し

た

が

、

秀

康

公

は

将

軍

よ

り 

先

へ

は

、

と

控

え

ら

れ

れ

ば

、

秀

忠

公

が

、

で

は

御

案

内

の

た

め

と

先

へ

入

ら

れ

ま

し

た

。 
 

饗

応

が

済

ん

だ

後

秀

康

公

は

二

の

丸

の

御

殿

へ

入

ら

れ

、

家

老

衆

始

め

御

供

衆

は

、 

老

中

方

の

居

屋

敷

を

一

軒

明

渡

し

て

の

も

て

な

し

で

す

。  

こ

の

逗

留

期

間

で

秀

康

公

が

本

丸

へ

上

り

、

今

日

の

下

り

は

遅

く

な

る

筈

と

い

う

事

で 

御

供

衆

は

用

意

さ

れ

た

館

へ

帰

り

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

以

外

に

御

用

が

早

く

済

、 

玄

関

ま

で

お

下

り

し

た

が

御

供

衆

が

居

ら

ず

、

呼

ぶ

様

に

云

わ

れ

た

と

こ

ろ

見

送

り

の 

老

中

方

の

手

配

で

当

番

の

両

御

番

衆

が

二

の

丸

迄

御

供

し

て

帰

ら

れ

た

と

伝

わ

っ

て

い

ま

す

。 

註

１

 

織

田

秀

信

（1580-1605

）

織

田

信

長

嫡

孫

、

幼

名

三

法

師

、

岐

阜

城

主

十

三

万

石

、 

註

２

 

上

杉

景

勝

（1555-1623

）

上

杉

謙

信

の

養

子

、

豊

臣

政

権

の

五

大

老

の

一

人 
 
 
 

会

津120

万

石

、

江

戸

幕

府

の

初

代

米

沢

藩

主30

万

石 

註

３

 

真

田

安

房

守

（

昌

幸1547-1611

）

武

田

家

臣

、

武

田

滅

亡

後

、

独

立

後

豊

臣

家

臣 

註

４

 

両

番

 

将

軍

の

身

辺

警

護

を

す

る

書

院

番

、

小

姓

組

番 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

五 

越

前

は

制

外

の

家 

質

問 

越

前

家

を

世

間

で

は

制

外

の

家

と

云

っ

て

お

り

ま

す

が

、

こ

れ

は 

ど

ん

な

事

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

越

前

家

は

制

外

、

と

言

う

の

は

特

に

幕

府

か

ら

公

式

に

出

た

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

家

康

公

は

、

秀

康

公

の

事

を

天

下

を

も

譲

る

べ

き

人

と

考

え

ら

れ

、

秀

忠

公

に

と

っ

て

も 

正

統

な

兄

上

と

い

う

考

え

が

あ

っ

て

の

事

で

し

ょ

う

か

。

越

前

家

は

諸

事

に

関

し

特

例

が 

認

め

ら

れ

た

事

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

例

え

ば

家

康

公

、

秀

忠

公

の

両

代

の

間

に

、

旗

本

衆

の

中

に

は

上

へ

不

満

を

抱

た

り

、 

叉

は

御

機

嫌

に

背

き

、

或

は

喧

嘩

の

上

で

仲

間

を

討

つ

等

し

て

旗

本

を

去

っ

て

越

前

へ 

流

れ

た

者

で

も

、

そ

の

理

由

が

武

士

道

の

落

度

で

無

け

れ

ば

姓

名

も

元

の

侭

で

召

出

し

て

も 

幕

府

か

ら

特

に

お

咎

め

も

な

く

、

芦

田

右

衛

門

・

天

方

山

城

・

御

宿

勘

兵

衛

・

島

田

右

京 
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な

ど

を

始

と

し

て

、

其

外

数

人

あ

っ

た

そ

う

で

す

。 
 

さ

て

叉

秀

康

公

が

越

前

よ

り

木

曽

路

を

通

り

参

勤

に

上

る

為

、

上

野

の

国

笛

吹

横

川

の 
関

所

を

通

る

時

、

鉄

砲

を

持

参

し

て

い

た

の

で

関

所

の

番

人

が

出

て

き

て

鉄

砲

は

禁

制

で 

あ

る

か

ら

と

押

し

留

め

ま

し

た

。 

そ

の

報

告

を

秀

康

公

が

聞

か

れ

、

そ

れ

は

番

人

共

が

私

の

事

を

知

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

、 

そ

れ

を

良

く

伝

え

よ

、

と

い

わ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

事

を

細

か

く

、

説

明

し

た

と

こ

ろ

、 

幕

府

の

関

所

に

お

い

て

は

、

誰

殿

・

彼

殿

も

通

る

事

は

で

き

な

い

と

口

々

に

雑

言

し

ま

し

た

。 

秀

康

公

は

こ

れ

を

聞

き

、

鉄

砲

が

禁

制

な

ら

、

そ

の

理

由

を

云

え

ば

良

い

の

に

、 

幕

府

を

重

ん

ず

る

番

人

と

し

て

、

私

を

軽

く

見

て

無

礼

な

事

を

云

う

不

届

者

共

で

あ

る

。 

一

人

残

ら

ず

討

殺

す

様

に

云

わ

れ

た

の

で

、

御

供

の

面

々

は

鑓

・

長

刀

の

鞘

を

は

ら

い

、 

押

込

ん

で

き

た

の

で

番

人

共

は

皆

逃

げ

去

り

、

夜

通

し

江

戸

へ

走

り

事

態

を

報

告

し

ま

し

た

。 
 

家

康

公

は

そ

れ

を

聞

い

て

、

そ

れ

は

番

人

共

が

相

手

を

知

ら

な

か

っ

た

か

ら

だ

、 

打

殺

さ

れ

ず

に

幸

だ

っ

た

と

い

う

事

で

何

の

お

咎

め

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

右

の

様

な

事

か

ら

世

間

で

は

制

外

の

家

と

云

っ

た

も

の

で

し

ょ

う

。 
 

次

に

慶

長

十

年

四

月

十

六

日

、

山

城

国

伏

見

に

お

い

て

秀

康

公

が

従

三

位

中

納

言

に 

任

ぜ

ら

れ

、

家

康

公

・

秀

忠

公

同

道

で

秀

康

公

の

御

宅

を

訪

問

さ

れ

た

時

、 

目

出

度

い

事

で

あ

る

か

ら

猿

楽

の

興

行

を

用

意

さ

れ

る

に

違

い

な

い

と

皆

思

っ

て

い

た

所 

以

外

に

相

撲

を

上

覧

に

供

し

ま

し

た

。

そ

の

こ

ろ

天

下

相

撲

の

大

関

は

加

賀

の

家

中

の 

松

村

惣

次

郎

と

云

う

者

で

元

来

は

徳

永

法

印

寿

昌

の

家

来

で

し

た

。 

相

撲

を

よ

く

と

り

、

北

野

千

本

に

お

け

る

勧

進

相

撲

で

七

日

間

を

一

度

も

負

を

と

ら

ず

都

合 

三

十

三

番

の

勝

名

乗

り

を

上

げ

た

の

で

、

異

名

を

順

乱

と

云

い

天

下

相

撲

の

名

人

と

評

判

を 

取

っ

た

そ

う

で

す

。 
 

此

順

乱

も

秀

康

公

へ

当

日

召

出

さ

れ

て

、

越

前

の

嵐

追

手

と

云

う

者

と

三

番

取

組

み

、 

始

は

追

手

が

勝

、

二

番

目

は

順

乱

が

勝

ち

引

分

け

と

な

り

ま

し

た

。 

そ

の

時

勝

負

を

さ

せ

る

様

に

と

上

意

が

あ

り

、

叉

取

組

み

、

双

方

手

を

砕

き

な

が

ら 

立

合

う

前

代

未

聞

の

見

物

で

両

御

所

様

も

た

い

へ

ん

ご

機

嫌

だ

っ

た

と

言

い

ま

す

。 

終

に

順

乱

が

負

け

た

の

で

三

番

の

勝

相

撲

は

越

前

の

嵐

追

手

と

名

乗

り

を

上

げ

ま

し

た

。 

こ

れ

に

庭

先

の

見

物

人

か

ら

は

御

前

で

あ

る

の

に

憚

り

も

無

く

賞

賛

の

声

が

暫

く 

止

み

ま

せ

ん

。

 

御

目

付

衆

が

駆

け

つ

け

制

止

す

る

も

鎮

ま

ら

ず

、

そ

こ

で

秀

康

公

が 

立

上

り

庭

先

を

見

回

す

と

、

諸

人

の

声

も

止

み

皆

平

伏

し

ま

し

た

。 

こ

の

様

子

を

家

康

公

は

見

ら

れ

、

還

御

の

後

、

秀

康

公

に

威

厳

の

程

を

感

じ

て 

語

ら

れ

た

そ

う

で

す

。 

将

軍

家

来

訪

の

も

て

な

し

に

相

撲

な

ど

を

行

う

事

も

他

の

大

名

方

で

は

で

き

な

い 

事

だ

と

当

時

も

話

題

に

な

っ

た

由

で

す

。 

註

１

 

徳

永

法

院

（

寿

昌1549-1612

）

武

将

、

美

濃

高

須

藩

初

代

藩

主 
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質

問 

秀

康

公

に

は

お

子

様

は

幾

人

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か 
答

 
 

嫡

子

は

参

河

守

宰

相

忠

直

公

、

次

男

は

伊

予

守

宰

相

忠

昌

公 
四

番

目

の

子

息

は

出

羽

守

直

政

公

、

五

番

目

子

息

は

大

和

守

直

晴

公

、 

六

番

目

子

息

は

但

馬

守

直

良

公

、

以

上

男

子

五

人

、

三

番

目

は

女

子

で 

毛

利

長

門

守

殿

の

奥

方

に

な

り

ま

し

た

。 

但

大

和

守

直

晴

公

に

つ

い

て

は

慶

長

九

年

北

の

庄

に

お

い

て

出

生

後

、 

そ

の

ま

ま

結

城

晴

朝

方

へ

養

子

に

出

さ

れ

、

晴

朝

の

下

で

成

長

し

結

城

の

家

督

を

 
  

継

ぎ

ま

し

た

。

秀

康

公

は

そ

の

年

よ

り

徳

川

の

本

性

に

立

帰

り

、

名

乗

も

以

前

の

様

に 

秀

康

と

改

め

ら

れ

ま

し

た

。

結

城

の

家

督

の

間

は

秀

朝

公

と

申

し

た

そ

う

で

す

。 
 

質

問 

秀

康

公

へ

御

城

普

請

の

御

手

伝

を

割

当

ら

れ

た

事

等

は

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

御

手

伝

を

割

当

ら

れ

た

と

言

う

事

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

家

康

公

が

駿

府

の

お

城

に

移

り

、

普

請

を

計

画

さ

れ

て

い

る

事

を

秀

康

公

が

聞

き

、 

慶

長

十

一

年

本

多

伊

豆

守

を

駿

河

へ

派

遣

し

、

越

前

の

人

夫

に

よ

っ

て

富

士

の 

山

間

よ

り

用

木

を

伐

り

だ

し

ま

し

た

。 

翌

年

の

春

に

至

り

、

伊

豆

守

は

こ

の

用

木

を

残

ら

ず

沼

津

へ

引

出

し

て

後

、 

駿

河

へ

参

内

し

そ

の

件

を

報

告

し

た

と

こ

ろ

、

家

康

公

は

た

い

へ

ん

御

機

嫌

で

、 

伊

豆

守

を

召

出

し

、

料

理

を

下

さ

れ

、

左

文

字

の

銘

刀

を

自

ら

与

え

ら

れ

た

事

が 

あ

り

ま

し

た

。

こ

の

様

な

事

を

御

普

請

の

御

手

伝

と

言

う

事

も

で

き

ま

す

。 

註

１

 

本

多

伊

豆

守

（

富

正1572-1649

）

秀

康

越

前

入

部

時

の

付

家

老 
 
 
 

越

前

藩

初

代―

三

代

に

仕

え

る 
  

 
 
 
 
 

六

 

秀

康

公

の

死

去 

質

問 
 

秀

康

公

は

ま

だ

若

い

中

に

逝

去

さ

れ

た

と

聞

き

ま

す

が 

本

当

に

そ

の

通

り

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

慶

長

十

一

年

の

春

頃

よ

り

少

し

体

調

が

悪

く

な

り

、

白

山

の

入

湯

な

ど 

さ

れ

ま

し

た

が

次

第

に

悪

く

な

り

、

翌

年

の

春

に

至

っ

て

は

病

状

も

差

し

迫

り

ま

し

た

。 

御

自

身

も

今

度

は

快

復

す

る

事

は

難

し

い

と

考

え

、

お

佐

の

局

を

駿

河

へ

派

遣

し

、 

私

は

病

気

が

重

く

、

養

生

も

出

来

な

い

状

態

と

な

り

ま

し

た

。 

先

月

廿

八

日

に

尾

張

の

薩

摩

守

も

死

去

さ

れ

、

今

度

私

迄

先

立

つ

事

に

な

る

の

は 

仕

方

あ

り

ま

せ

ん

、

御

暇

乞

の

た

め

局

を

送

り

申

上

げ

ま

す

と

、

口

上

で

伝

え

ま

し

た

。 
 

家

康

公

は

こ

れ

を

聞

い

て

た

い

へ

ん

悲

し

ま

れ

、

秀

康

公

は

同

じ

御

子

様

方

の

中

で

も

、 

度

々

手

柄

も

あ

っ

た

の

に

、

越

前

一

国

だ

け

し

か

与

え

て

い

な

か

っ

た

事

を 

今

更

残

念

に

思

い

、

今

度

病

気

が

快

復

し

た

ら

祝

儀

の

加

増

と

し

て

、

近

江

・

下

野

の 

内

両

所

を

合

わ

せ

て

都

合

百

万

石

に

な

る

様

進

ぜ

ら

れ

た

由

で

す

。 

局

に

こ

の

書

付

を

持

っ

て

急

い

で

越

前

へ

帰

る

様

云

わ

れ

た

の

で

御

前

を

立

っ

て 

早

乗

物

で

帰

る

途

中

岡

崎

の

駅

に

お

い

て

、

去

四

月

八

日

秀

康

公

が

逝

去 
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さ

れ

た

事

を

知

り

ま

し

た

。

局

は

泪

に

む

せ

び

な

が

ら

、

岡

崎

よ

り

駿

府

へ

立

帰

り

、 
直

に

御

城

へ

上

り

、

家

康

公

は

調

度

囲

碁

の

最

中

で

し

た

が

、

秀

康

公

の

逝

去

を 
申

上

げ

例

の

書

付

を

返

し

ま

し

た

。 
 

家

康

公

は

た

い

へ

ん

悲

し

ま

れ

、

局

は

女

性

な

が

ら

歎

き

の

中

で

よ

く

気

が

付

き

、 

書

付

を

返

上

し

た

と

上

意

が

有

っ

た

そ

う

で

す

。 

但

し

こ

れ

は

局

の

余

計

な

分

別

だ

っ

た

と

も

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

秀

康

公

は

三

十

四

歳

に

て

逝

去

さ

れ

ま

し

た

。 

註

１

 

尾

張

薩

摩

守

（

松

平

忠

吉1580-1607

）

家

康

四

男

、

関

ヶ

原

で

の

負

傷

が 

元

で

病

死 
 

質

問 

秀

康

公

逝

去

の

節

、

家

来

衆

の

殉

死

が

多

か

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

が

、 

そ

れ

は

ど

ん

な

人

達

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

土

屋

左

馬

之

助

と

永

見

右

衛

門

の

両

人

は

殉

死

を

遂

げ

ま

し

た

。 

左

馬

之

助

は

武

田

家

に

仕

え

た

土

屋

右

衛

門

尉

の

甥

で

す

が

、

秀

康

公

に

段

々

に 

取

立

ら

れ

、

越

前

の

内

大

野

に

お

い

て

三

万

八

千

五

石

を

戴

い

て

い

ま

し

た

。 

永

見

右

衛

門

も

同

じ

く

近

習

の

者

で

知

行

壱

万

五

千

石

ま

で

戴

い

た

者

で

す

。 

但

土

屋

の

家

来

長

治

四

郎

左

衛

門

、

永

見

の

家

来

田

村

金

兵

衛

の

両

人

も

各

主

人

の 

た

め

に

殉

死

し

た

の

で

殉

死

人

数

が

多

い

様

に

聞

こ

え

ま

す

。 
 

そ

の

節

本

多

伊

豆

も

殉

死

の

覚

悟

で

し

た

が

、

役

目

上

多

亡

で

あ

り

、

こ

れ

ら

を 

処

理

し

た

後

で

と

考

え

て

い

た

所

、

将

軍

と

大

御

所

の

耳

に

入

り

、 

秀

忠

公

よ

り

伊

豆

守

方

へ

直

書

を

下

げ

ら

れ

、

そ

の

文

言

に

、

今

度

中

納

言

の

供

を 

考

え

て

い

る

事

が

聞

こ

え

て

来

た

が

論

外

で

あ

る

。

三

河

守

忠

直

を

取

立

、

忠

節

を 

尽

く

す

事

が

肝

要

で

あ

り

、

深

く

そ

の

事

を

考

え

よ

と

云

わ

れ

ま

し

た

。 
 

叉

家

康

公

か

ら

越

前

の

家

老

方

へ

直

書

の

文

言

で

も

、

今

度

中

納

言

の

死

去

に 

追

腹

を

切

っ

て

供

を

し

よ

う

と

云

う

者

が

あ

る

由

聞

こ

え

て

き

た

が

、 

死

ぬ

事

は

易

く

、

そ

の

主

を

立

て

る

事

は

難

し

い

。

若

し

そ

の

様

な

事

が

あ

れ

ば

、 

越

前

は

肝

要

の

地

で

あ

る

か

ら

、

別

な

処

理

を

す

る

事

に

な

ろ

う

。 

中

納

言

へ

忠

節

を

思

う

者

は

決

し

て

供

す

る

事

が

有

っ

て

は

な

ら

な

い

。

  

若

し

有

れ

ば

そ

の

子

孫

迄

絶

や

す

と

述

べ

ら

れ

て

お

り

、 

こ

の

書

面

を

読

ん

だ

家

老

達

が

集

ま

り

、

伊

豆

守

に

強

く

説

得

し

た

の

で

、 

思

い

留

り

落

髪

し

ま

し

た

。 

右

の

書

面

二

通

は

今

で

も

本

多

孫

太

郎

方

に

伝

わ

る

と

云

い

ま

す

。 

註

１ 

本

多

孫

太

郎

（

長

員1669-1717

）

本

多

伊

豆

守

富

正

孫

、

福

井

藩

三

代

目

家

老 
 

質

問 

秀

康

公

の

宗

旨

は

禅

宗

と

も

あ

る

し

、

叉

浄

土

宗

と

も

あ

る

の

は 

何

故

で

し

ょ

う

か

。 
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答

 

結

城

に

孝

願

寺

と

云

う

曹

堂

宗

の

寺

が

あ

っ

た

の

を

越

前

の

城

下

へ

引

移

し

て

、 
菩

提

所

と

し

て

建

立

さ

れ

た

の

で

、

秀

康

公

の

逝

去

の

節

は

、

こ

の

孝

願

寺

で

葬

儀

が 
行

わ

れ

ま

し

た

。 

そ

の

事

が

駿

府

へ

報

告

さ

れ

る

と

家

康

公

は

、

元

々

結

城

を 
名

乗

っ

て

い

る

な

ら

禅

宗

で

も

良

い

が

、

結

城

の

家

を

別

に

立

て

、

徳

川

（

松

平

） 

の

姓

に

戻

っ

た

上

は

、

徳

川

代

々

の

宗

旨

で

あ

る

べ

き

と

言

わ

れ

ま

す

。 

そ

こ

で

急

遽

京

都

知

恩

院

の

満

誉

上

人

を

越

前

へ

下

ら

せ

浄

土

宗

の

一

寺

を

建

立

し

、 

満

誉

上

人

を

開

基

と

す

る

浄

光

院

と

称

す

る

寺

へ

改

葬

し

て

法

事

を

営

み

ま

し

た

。 

法

名

は

淨

光

院

殿

前

黄

門

森

巌

通

慰

運

正

大

居

士

と

云

い

ま

す

。  
 

秀

忠

公

も

秀

康

公

の

逝

去

を

聞

か

れ

、

落

胆

し

た

と

の

上

意

で

増

上

寺

に

位

牌

を 

建

て

仏

参

さ

れ

ま

し

た

。 

綱

吉

公

（

五

代

将

軍

）

の

時

代

に

増

上

寺

方

丈

が

焼

け

、

代

々

の

位

牌

が

残

ら

ず 

焼

失

し

た

時

、

秀

康

公

の

位

牌

も

一

同

に

失

わ

れ

ま

し

た

が

、

幕

府

に

よ

っ

て 

代

々

の

位

牌

と

同

様

に

建

か

へ

ら

れ

ま

し

た

。 

こ

れ

は

元

々

秀

忠

公

の

上

意

で

建

て

ら

れ

た

為

だ

と

聞

い

て

お

り

ま

す

。 
  

 
 
 
 

七 

二

代

目

忠

直

公

と

越

前

騒

動 

質

問 

中

納

言

秀

康

公

の

事

は

大

体

了

解

し

ま

し

た

。 

二

代

目

宰

相

忠

直

公

は

何

歳

の

時

に

家

督

を

継

が

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

忠

直

公

は

、

文

禄

四

年

、

下

総

国

結

城

に

お

い

て

出

生

さ

れ

、

幼

名

を 

国

丸

君

と

言

い

ま

し

た

。

後

に

長

吉

君

と

改

名

さ

れ

、

慶

長

十

二

年

に

秀

忠

公

が 

諱

の

一

字

を

下

さ

り

、

秀

康

公

の

跡

を

相

続

す

る

様

に

仰

付

ら

れ

ま

し

た

。 

こ

れ

は

十

三

歳

の

時

の

家

督

で

す

。 
 

質

問 

忠

直

公

の

代

に

越

前

家

中

で

大

き

な

争

い

が

あ

り

、

最

早

身

上

を 

保

て

な

く

な

る

様

な

事

が

あ

り

ま

し

た

が

、

家

康

公

よ

り

特

例

の

処

置

が

出

さ

れ

、 

忠

直

公

の

身

上

に

障

り

な

く

、

叉

家

も

安

泰

だ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

ど

ん

な

事

が

有

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

こ

れ

は

慶

長

十

六

年

、

忠

直

公

十

七

歳

の

時

と

聞

い

て

お

り

、

そ

の

内

容

は

、 

久

世

但

馬

と

云

う

壱

万

石

取

り

の

者

と

、

岡

部

自

休

と

云

う

町

奉

行

役

の

者

が 

争

っ

た

時

で

す

。 

今

村

大

炊

・

清

水

丹

後

・

林

伊

賀

の

三

人

の

家

老

達

が

一

致

し

て 

自

休

に

味

方

を

し

、

中

川

出

雲

と

云

う

者

、

こ

れ

は

清

涼

院

殿

の

弟

で

知

行

四

千

石 

取

の

者

で

す

が

忠

直

公

に

近

い

親

類

故

権

勢

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

出

雲

を

右

三

人

の 

家

老

が

取

込

、

但

馬

と

自

休

の

争

い

は

、

但

馬

に

非

が

あ

る

様

に

報

告

さ

せ

ま

し

た

。 
 

忠

直

公

は

年

若

く

経

験

不

足

の

た

め

、

こ

れ

に

惑

わ

さ

れ

て

、

但

馬

を

不

届

者

で 

あ

る

と

判

断

さ

れ

た

様

で

す

。

本

多

伊

豆

を

は

じ

め

、

牧

野

主

殿

、

竹

島

周

防

等

の 

面

々

は

、

こ

の

争

い

は

最

初

よ

り

但

馬

の

言

い

分

が

当

然

で

、

自

休

に

非

が

あ

る

と 

判

断

し

て

い

た

の

で

、

但

馬

方

と

自

休

方

に

家

中

が

二

つ

に

割

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。 
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牧

野

主

殿

は

考

え

る

所

あ

り

と

高

野

山

に

蟄

居

し

て

し

ま

い

、

そ

の

後

竹

島

周

防

を 
捕

え

て

刀

・

脇

指

を

取

上

げ

城

内

の

矢

倉

へ

押

し

込

め

、

久

世

但

馬

を

成

敗

す

る

と 
決

ま

り

ま

し

た

。 

一

方

但

馬

は

片

手

討

に

は

成

る

の

は

不

本

意

と

屋

敷

へ

籠

も

り

討

手

を

迎

え

、 

切

死

す

る

と

覚

悟

を

決

め

て

い

る

と

噂

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

忠

直

公

は

、

本

多

伊

豆

は

日

頃

但

馬

と

親

し

い

様

だ

か

ら

、

但

馬

宅

へ

行

き

意

見

す

る 

様

に

と

云

わ

れ

ま

し

た

。

 

た

い

へ

ん

難

し

い

御

使

い

で

す

が

、

断

る

訳

に

も

行

か

ず 

当

然

な

が

ら

他

人

へ

譲

る

様

な

事

で

も

な

く

、

必

死

の

覚

悟

を

決

め

て

但

馬

宅

へ

行

き 

面

会

を

求

め

、

供

の

者

共

達

は

門

外

に

残

し

侍

両

人

連

れ

て

屋

内

に

入

り

ま

し

た

。 

但

馬

に

対

面

し

て

本

人

の

思

い

を

一

通

り

聞

い

て

帰

ろ

う

と

し

た

時

、

但

馬

の

家

来 

木

村

八

右

衛

門

と

云

う

者

が

、

伊

豆

を

切

殺

し

ま

し

ょ

う

と

強

く

言

う

の

を

、 

但

馬

は

制

し

て

、

私

の

身

命

は

い

ず

れ

に

せ

よ

無

い

。

死

後

に

私

の

思

い

を

申

し

開

き 

し

て

く

れ

る

者

は

伊

豆

以

外

に

な

い

。

決

し

て

手

出

し

は

な

ら

な

い

と

押

留

め

た

の

で 

伊

豆

は

助

か

り

門

外

へ

出

ま

し

た

。

  

同

時

に

討

手

が

塀

を

乗

越

え

て

入

り

、

但

馬

家

来

百

余

人

と

烈

し

く

切

り

結

び

、 

そ

の

間

に

但

馬

は

切

腹

し

て

事

は

終

り

ま

し

た

。 
 

し

か

し

そ

の

後

も

鎮

静

し

な

い

状

況

が

江

戸

に

聞

こ

え

、

忠

昌

公

が

十

五

歳

の

時

で

す

が 

老

中

方

に

、

越

前

の

家

中

に

騒

動

が

あ

る

よ

う

な

の

で

、

私

は

急

い

で

馳

参

し

て 

兄

三

河

守

と

相

談

の

上

何

と

か

し

た

い

の

で

お

暇

を

下

さ

い

と

願

い

出

ま

し

た

が

、 

両

御

前

は

許

可

さ

れ

ま

せ

ん

。 
 

上

意

に

よ

り

本

多

伊

豆

、

今

村

大

炊

・

清

水

丹

後

・

林

伊

賀

・

中

川

出

雲

・

竹

島

周

防 

及

び

当

事

者

の

岡

部

自

休

始

、

其

外

数

十

人

江

戸

へ

呼

び

付

け

ら

れ

、

そ

の

時 

牧

野

主

殿

も

高

野

山

よ

り

よ

り

参

じ

ま

し

た

。 

取

調

べ

の

結

果

、

本

多

伊

豆

が

言

上

し

た

通

り

で

間

違

い

な

い

と

云

う

事

で

、 

大

炊

・

丹

後

・

伊

賀

・

出

雲

・

自

休

は

全

て

お

預

け

と

な

り

、

本

多

伊

豆

・

牧

野

主

殿

・ 

竹

島

周

防

三

人

は

越

前

へ

返

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

周

防

は

刀

や

脇

差

を

取

ら

れ

た

事

が 

口

惜

し

く

、

道

中

で

自

害

し

て

死

亡

し

た

そ

う

で

す

。 
 

さ

て

越

前

の

家

中

で

は

大

身

の

家

老

が

三

人

も

身

上

を

失

っ

た

の

で

本

多

作

左

衛

門

殿

の 

子

息

飛

騨

守

を

加

増

し

て

旗

本

よ

り

越

前

の

家

老

に

付

け

、

今

村

大

炊

の

領

地

で

あ

っ

た 

丸

岡

を

下

さ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

以

後

越

前

家

の

両

本

多

と

云

わ

れ

て

い

ま

す

。 
 

右

久

世

但

馬

を

成

敗

す

る

時

、

伊

豆

守

が

但

馬

の

門

内

へ

入

っ

た

ら

合

図

を

し

て 

城

中

の

鐘

を

つ

か

せ

、

そ

れ

と

同

時

に

討

手

の

者

共

が

但

馬

の

家

へ

乗

入

、

伊

豆

を

も 

但

馬

と

一

緒

に

打

果

そ

う

と

、

悪

党

共

は

計

画

し

て

い

ま

し

た

。 
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そ

の

合

図

を

し

た

そ

の

時

に

釣

鐘

の

撞

木

の

吊

緒

が

き

れ

て

、

鐘

を

撞

く

事

が

で

き

な

い 
内

に

伊

豆

守

は

門

外

へ

出

て

難

を

遁

れ

た

と

云

う

事

で

す

。 
た

い

へ

ん

不

思

儀

な

事

だ

と

、

そ

の

当

時

の

咄

の

種

に

な

っ

た

と

伝

え

て

い

ま

す

。 
 

忠

直

公

は

若

輩

と

云

っ

て

も

既

に

十

七

歳

で

あ

り

、

家

中

で

右

の

様

な

大

き

な

騒

動

が 

起

き

、

甲

冑

を

付

け

飛

道

具

を

用

い

て

人

も

多

く

死

亡

し

て

お

り

幕

府

の

裁

き

も 

あ

る

以

上

、

他

の

大

名

方

で

あ

れ

ば

決

し

て

身

上

を

保

ち

得

な

い

事

で

す

。 

し

か

し

何

の

別

条

も

無

く

、

本

多

飛

騨

を

家

老

と

し

て

付

け

ら

れ

る

事

か

ら

見

て 

偏

に

故

中

納

言

の

家

柄

で

あ

る

か

ら

だ

と

世

間

で

は

評

価

し

た

そ

う

で

す

。 
 

此

年

忠

直

公

は

従

四

位

下

少

将

に

任

ぜ

ら

れ

、

秀

忠

公

の

姫

君

が

越

前

北

の

庄

の 

城

へ

輿

入

れ

さ

れ

ま

し

た

。 

慶

長

十

九

年

の

冬

、

大

坂

の

陣

で

廿

歳

の

時

初

陣

に

立

ち

ま

し

た

。 

註

１

 

清

涼

院

（

岡

山

）

中

川

一

元

女

、

秀

康

側

室

 
忠

直

、

忠

昌

生

母 

註

２

 

秀

忠

公

の

姫

君 

勝

姫

（1601-1672

）

秀

忠

三

女

、

慶

長

十

六

年

輿

入

れ

、 

後

の

高

田

様 

註

３. 

本

多

飛

騨

守

（

成

重1572-1547

）

本

多

作

左

衛

門

嫡

子

、

幼

名 

仙

千

代

。 

一

筆

啓

上

・

・

書

簡

に

出

て

く

る

お

仙 
  

 
  

 
 
 
 
 

八 

忠

直

公

と

大

坂

夏

の

陣 

質

問 

大

坂

夏

の

陣

で

は

忠

直

公

の

働

き

に

つ

い

て

疑

わ

し

い

事

が

あ

り

ま

し

た

。 

事

の

始

終

は

五

月

七

日

の

一

戦

の

先

手

は

加

賀

と

越

前

と

軍

令

が

あ

っ

た

の

に

、 

大

軍

で

あ

る

加

賀

の

部

隊

を

追

越

し

て

、

先

に

合

戦

を

し

た

と

い

う

の

は

、

ど

ん

な 

事

情

が

有

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

大

坂

攻

め

に

お

け

る

総

先

手

は

藤

堂

和

泉

守

殿

と

伊

掃

部

頭

殿

と

事

前

に

決

ま

っ

て 

い

た

事

で

し

た

。

し

か

し

五

月

六

日

藤

堂

殿

は

矢

尾

（

八

尾

）

に

お

い

て

、

城

方

の 

長

曽

我

部

と

一

戦

し

、

掃

部

殿

は

若

江

で

城

方

の

木

村

長

門

守

と

の

一

戦

が

あ

り

、 

掃

部

殿

の

部

隊

で

も

負

傷

者

や

死

人

が

あ

り

、

こ

れ

に

続

け

さ

せ

る

事

は

で

き

ず

、 

藤

堂

殿

の

部

隊

で

も

先

手

を

受

持

つ

べ

き

家

老

達

が

大

か

た

討

死

を

遂

げ

、

部

隊

を 

指

揮

す

る

者

は

渡

辺

勘

兵

衛

只

一

人

が

残

っ

た

様

な

状

態

で

し

た

。 
 

こ

の

報

告

が

両

御

所

に

上

が

っ

た

の

で

両

家

共

に

先

手

か

ら

を

除

き

、

明

七

日

の 

先

手

は

加

賀

と

越

前

に

決

定

し

ま

し

た

。

忠

直

公

の

気

持

と

し

て

、

加

賀

の

手

を 

借

り

ず

に

一

の

先

手

と

成

り

た

い

と

あ

り

、

秀

忠

公

の

本

陣

へ

両

本

多

が

参

上

し

て

、 

本

多

佐

渡

守

殿

へ

そ

の

事

を

申

出

ま

し

た

。 
 

そ

の

時

家

康

公

が

入

っ

て

来

ら

れ

、

佐

渡

守

、

あ

そ

こ

に

居

る

の

は

誰

だ

と

上

意

が 

あ

る

の

で

、

越

前

の

家

老

の

伊

豆

と

飛

騨

で

す

と

申

上

げ

た

所

、

家

康

公

は

両

人

に 
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向

か

い

、

今

日

昼

の

合

戦

時

、

そ

ち

の

家

中

の

者

達

は

昼

寝

を

し

て

い

た

の

か

と 
云

わ

れ

、

佐

渡

殿

へ

向

っ

て

両

人

は

何

の

用

で

来

た

の

か

と

尋

ね

ら

れ

ま

し

た

。 
佐

渡

守

が

、

明

日

の

先

手

を

伺

う

為

に

参

上

し

た

も

の

で

す

と

申

上

げ

れ

ば 
叉

両

人

に

向

っ

て

、

明

日

の

先

手

は

加

賀

に

命

じ

て

あ

る

、

と

だ

け

の

上

意

だ

っ

た 

の

で

両

本

多

は

止

む

無

く

陣

所

へ

帰

り

細

く

報

告

し

ま

し

た

。 
 

忠

直

公

は

大

い

に

不

満

で

、

此

戦

は

明

日

の

一

戦

で

決

着

が

付

く

だ

ろ

う

か

ら 

帰

国

し

た

ら

速

に

越

前

の

国

を

差

上

げ

、

武

士

を

捨

て

高

野

山

に

住

居

す

る

し

か 

無

い

と

云

い

ま

す

。

両

本

多

共

に

、

そ

れ

は

ど

う

し

て

で

す

か

と

問

え

ば

、 

忠

直

公

は

、

加

賀

の

筑

前

守

が

勤

ま

る

事

を

此

三

河

守

に

は

勤

ま

ら

な

い

だ

ろ

う

と 

両

御

前

に

見

下

さ

れ

て

は

、

越

前

の

守

護

が

一

日

も

勤

ま

る

か

と

言

わ

れ

る

。 

伊

豆

守

は

こ

れ

を

受

け

、

そ

の

様

な

お

考

え

な

ら

明

日

の

一

戦

を

成

さ

れ

た

い

様

に 

戦

い

、

そ

の

上

で

軍

令

違

反

を

理

由

に

越

前

を

お

上

に

召

上

げ

ら

れ

る

と

い

う

の

は 

如

何

で

し

ょ

う

、

と

飛

騨

守

も

同

時

に

申

上

げ

ま

し

た

。 
 

忠

直

公

は

大

い

に

喜

び

、

そ

な

た

達

両

人

が

そ

の

様

に

考

え

る

な

ら

、

こ

れ

で

明

日

の 

一

戦

は

加

賀

を

差

し

越

し

て

一

番

先

手

の

合

戦

と

決

め

る

の

で

皆

も

そ

の

様

に

心

得

よ

、 

と

云

わ

れ

ま

し

た

。 

伊

豆

守

は

重

ね

て

、

そ

う

と

決

ま

れ

ば

吉

田

修

理

を

呼

び

明

日

の

一

戦

の

事

を 

相

談

さ

れ

る

の

が

良

い

で

し

ょ

う

と

言

え

ば

、

則

修

理

を

呼

び

説

明

さ

れ

ま

し

た

。 
 

修

理

は

、

な

る

程

お

考

え

了

解

し

ま

し

た

。

そ

れ

で

は

夜

も

短

い

の

で

殿

も

早

速

御

仕

度 

下

さ

い

と

申

上

げ

、

両

本

多

に

向

っ

て

拙

者

は

陣

所

へ

帰

り

支

度

出

来

次

第

に

組

の

者

と 

手

勢

を

率

い

先

へ

出

発

し

ま

す

。

御

両

人

も

押

詰

め

続

い

て

下

さ

い

と

云

い

残

し

ま

し

た

。 
 

修

理

は

陣

所

へ

帰

っ

て

急

い

で

準

備

を

整

え

、

部

隊

を

繰

出

し

て

進

め

れ

ば

、

加

賀

の 

先

手

の

者

達

は

、

是

は

何

方

の

部

隊

が

我

々

の

部

隊

に

並

ば

れ

る

の

か

、

と

問

え

ば 

修

理

は

馬

を

乗

寄

せ

て

、

是

は

越

前

家

臣

の

吉

田

修

理

と

云

う

者

で

す

。

今

日

天

王

寺 

攻

め

の

先

手

を

三

河

守

に

命

ぜ

ら

れ

た

の

で

部

隊

を

進

め

て

い

ま

す

。

岡

山

筋

の 

先

手

は

加

賀

へ

命

ぜ

ら

れ

た

と

此

方

で

は

聞

い

て

お

り

ま

す

。

此

件

は

各

々

方

へ 

筑

前

守

殿

か

ら

言

わ

れ

て

い

な

い

の

で

す

か

、

と

言

捨

て

部

隊

を

進

め

ま

す

。 

そ

れ

に

続

い

て

両

本

多

を

始

、

忠

直

公

の

旗

本

勢

ま

で

一

続

き

で

加

賀

の

部

隊

を 

押

退

け

ま

し

た

。 
 

未

だ

夜

の

内

だ

が

、

修

理

は

味

方

の

部

隊

の

中

で

主

だ

っ

た

面

々

の

馬

の

側

へ 

乗

寄

せ

て

、

昨

晩

両

御

所

の

上

意

に

、

昨

六

日

の

合

戦

の

節

、

越

前

の

家

中

の 

も

の

共

は

昼

寝

を

し

て

い

た

の

か

と

あ

っ

た

事

は

当

家

の

名

折

れ

で

あ

る

。 

今

日

は

目

の

覚

た

よ

う

な

働

き

を

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

此

修

理

は

働

き

死

の 

覚

悟

を

決

め

て

い

る

の

で

各

々

も

大

に

働

か

れ

よ

と

云

い

回

り

ま

し

た

。 
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さ

て

夜

も

完

全

に

明

け

た

の

で

、

城

方

の

将

毛

利

豊

前

守

、

真

田

左

衛

門

佐

を

始

、 
城

兵

は

次

第

に

部

隊

を

調

へ

双

方

睨

み

合

と

な

る

。

朝

十

時

過

頃

よ

り

城

兵

が

静

に 
部

隊

を

進

め

た

の

で

、

味

方

も

足

軽

を

進

め

て

鉄

砲

を

打

ち

掛

け

る

と

同

時

に

、 

本

多

伊

豆

・

同

飛

騨

の

両

部

隊

の

面

々

が

前

後

左

右

構

わ

ず

、

え

い

や

の

声

を

上

げ 

し

ゃ

に

む

に

突

っ

込

め

ば

、

毛

利

・

真

田

の

部

隊

も

懸

っ

て

来

て

一

戦

に

及

び

ま

す

。 
 

城

兵

が

終

に

戦

負

け

て

引

退

く

所

を

越

前

勢

が

勇

み

進

ん

で

追

討

し

、

討

取

首

数 

三

千

六

百

五

十

、

そ

の

中

に

真

田

左

衛

門

佐

は

西

尾

仁

左

衛

門

が

討

取

り

、 

御

宿

勘

兵

衛

を

野

本

右

近

が

討

取

り

ま

し

た

。 

家

康

公

は

茶

臼

山

の

陣

場

で

真

田

及

び

御

宿

の

首

上

覧

の

時

、

西

尾

と

野

本

も 

御

前

へ

召

し

だ

さ

れ

、

感

心

の

上

意

を

下

さ

れ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 
 

此

日

家

康

公

は

合

戦

が

始

る

頃

、

玉

造

り

口

方

面

の

谷

蔭

の

様

な

所

で

乗

物

に

乗

り

、 

お

茶

な

ど

飲

み

な

が

ら

御

側

衆

と

若

い

頃

の

合

戦

の

話

な

ど

し

て

居

ら

れ

ま

し

た

。 

秀

忠

公

は

こ

の

事

を

存

じ

な

く

、

越

前

勢

の

各

部

隊

が

先

頭

に

立

っ

て

戦

っ

て 

い

る

の

を

家

康

公

の

旗

本

と

見

間

違

え

ら

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

為

か

な

り

焦

り 

旗

本

を

前

に

出

そ

う

と

さ

れ

た

が

、

其

頃

諸

大

名

の

部

隊

も

遅

れ

て

な

ら

じ

と 

ひ

し

め

き

合

う

の

で

大

軍

の

旗

本

勢

を

進

め

る

場

所

が

な

く

心

苦

し

く

思

わ

れ

て 

い

ま

し

た

。 

そ

の

後

二

条

城

で

諸

家

の

働

き

に

つ

い

て

評

価

の

時

、

そ

れ

が 

越

前

の

部

隊

だ

っ

た

事

が

分

り

、

ほ

っ

と

さ

れ

た

そ

う

で

す

。 

註

１

 

前

田

筑

前

守

（

利

常1594-1658

）

加

賀

二

代

目

藩

主

 

父

は

前

田

利

家 

註

２

 

木

村

長

門

守

（

重

成1593-1615

）

豊

臣

軍

の

主

力

と

し

て 

八

尾

・

若

江

の

戦

い

で

討

死 

註

３

 

真

田

左

衛

門

佐

（

信

繋1576-1615

）

別

名

幸

村

、

昌

幸

二

男 

註

４

 

毛

利

豊

前

守

（

勝

永1577-1615

）

秀

吉

家

臣

、

森

姓

を

秀

吉

の

計

ら

い

で 

毛

利

に

改

姓 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

九 

忠

直

公

、

豊

後

へ

配

流 

質

問 

右

の

状

況

で

は

忠

直

公

は

軍

令

違

反

が

明

ら

か

で

あ

り

、

何

ら

か

の

御

咎

が 

有

っ

て

然

る

べ

き

で

す

が

、

そ

れ

が

無

い

の

は

何

か

言

分

け

の

立

つ

事

で

も 

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か 

答

 

こ

れ

に

関

し

て

は

二

条

城

で

諸

軍

の

働

き

を

評

価

す

る

時

、

前

田

家

か

ら

訴

へ

も 

あ

り

ま

し

た

が

、

そ

れ

に

つ

い

て

は

両

御

所

よ

り

前

田

家

へ

何

か

上

意

が 

あ

っ

た

よ

う

で

す

。 
 

勿

論

越

前

家

の

家

老

達

へ

も

色

々

尋

ね

ら

れ

た

様

で

す

。

本

多

伊

豆

守

の

報

告

は 

去

六

日

夜

半

頃

、

こ

ち

ら

の

先

手

組

に

お

上

も

よ

く

御

存

知

の

吉

田

修

理

が

居

り

ま

す

が

、 

何

と

思

っ

た

か

手

勢

及

び

配

下

の

部

隊

を

引

連

れ

て

敵

城

の

方

を

目

指

し

て

出

発

す

る

と

、 
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こ

れ

を

知

っ

た

私

共

両

人

（

伊

豆

、

飛

騨

）

の

部

隊

の

侍

達

も

動

き

出

し

て

修

理

に 
続

き

ま

し

た

。

従

っ

て

私

共

両

人

も

止

む

を

得

ず

出

発

し

ま

し

た

の

で

、

先

手

の 
者

達

が

全

て

出

発

し

て

し

ま

っ

た

以

上

、

三

河

守

の

旗

本

部

隊

も

是

非

な

く

続

き

ま

し

た

。 
夜

が

明

け

て

か

ら

の

事

は

申

上

げ

る

事

も

あ

り

ま

せ

ん

。 
 

吉

田

修

理

は

激

戦

の

後

、

天

満

川

を

乗

渡

る

と

言

っ

て

不

覚

に

も

深

み

に

落

ち

て 

馬

共

々

に

沈

ん

で

し

ま

い

、

何

も

事

情

を

調

べ

様

も

あ

り

ま

せ

ん

。

た

い

へ

ん

な 

不

調

法

で

あ

り

申

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

と

云

っ

た

由

。

 

こ

の

様

な

次

第

で

忠

直

公

の 

言

分

け

も

成

立

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

 

そ

の

証

拠

に

何

の

御

咎

め

も

無

か

っ

た

と 

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 
 

そ

の

年

忠

直

公

は

参

議

に

任

ぜ

ら

れ

、

初

花

と

云

う

天

下

無

双

の

御

茶

入

を

拝

領

し

ま

し

た

。 
 

質

問 

吉

田

修

理

と

云

う

人

は

越

前

家

古

参

の

人

で

す

か

、

そ

れ

と

も

新

参

で

す

か

。 

答

 
 

修

理

は

、

秀

次

関

白

殿

に

仕

え

て

い

た

者

で

す

が

秀

康

公

の

代

に

、

武

功

の

者 

と

い

う

評

判

を

聞

き

、

召

出

し

て

知

行

壱

万

四

千

石

を

与

え

ら

れ

ま

し

た

。 

大

坂

辺

は

十

分

知

り

尽

し

た

者

な

の

に

、

深

み

に

は

ま

り

不

慮

の

死

を

遂

げ

る

と

は 

疑

わ

し

い

と

当

時

の

評

判

で

し

た

。 
 

質

問 

忠

直

公

が

豊

後

の

配

流

先

へ

行

か

れ

た

の

は

何

歳

の

時

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

元

和

九

年

三

月

、

忠

直

公

が

廿

九

歳

の

時

、

豊

後

国

萩

原

へ

行

か

れ

ま

し

た

。 

出

家

名

を

一

伯

と

改

め

、

慶

安

三

年

九

月

、

五

十

六

歳

で

逝

去

さ

れ

ま

し

た

。 

註

１

 

忠

直

豊

後

配

流 

家

臣

を

む

や

み

に

殺

し

た

り

、

勝

姫

を

殺

そ

う

と

し

た

等

の 

乱

行

の

為

 

幕

府

よ

り

隠

居

、

配

流

を

命

ぜ

ら

れ

た

。 
  

 
 
 
 
 
 

十 

忠

昌

公

と

大

坂

夏

の

陣 

質

問 

忠

直

公

の

事

も

大

体

分

り

ま

し

た

。

と

言

う

事

で

伊

予

守

忠

昌

公

の 

成

立

も

知

り

た

い

の

で

す

が

。 

答

 
 

宰

相

伊

予

守

忠

昌

公

は

秀

康

公

の

二

男

で

、

慶

長

二

年

十

二

月

十

四

日

大

坂

で 

出

生

さ

れ

、

幼

名

を

虎

松

君

と

云

い

ま

し

た

。 

慶

長

十

二

年

十

一

月

虎

松

君

が

十

一

歳

の

時

、

駿

府

へ

下

り

家

康

公

に

初

て

お

目

見

え

、 

直

に

江

戸

へ

下

り

、

秀

忠

公

に

御

目

見

し

た

所

、

上

総

国

姉

ケ

崎

に

お

い

て

壱

万

石 

拝

領

し

ま

し

た

。 

慶

長

十

九

年

大

坂

冬

の

陣

の

節

、

十

八

歳

に

て

初

陣

と

な

り

、

秀

忠

将

軍

旗

本

の 

本

多

佐

渡

守

殿

の

部

隊

に

所

属

し

ま

し

た

。 
 

翌

年

元

和

元

年

早

春

の

頃

よ

り

、

今

年

も

叉

大

坂

の

陣

が

あ

る

と

の

噂

が

有

り

ま

し

た

。 

但

し

今

年

は

前

髪

な

ど

あ

り

童

顔

の

者

は

貴

賎

共

に

出

陣

す

る

事

は

出

来

な

い

と

云

う 

情

報

を

虎

松

君

は

聞

き

、

毛

受

某

と

云

う

児

々

姓

に

云

い

付

け

、

夜

中

に

前

髪

を

落

し

て 
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男

に

成

り

ま

し

た

。 
事

前

に

幕

府

へ

の

届

け

も

な

く

前

髪

を

取

る

事

と

は

、

た

い

へ

ん

素

忽

な

事

な

の

で

、 
こ

れ

は

簡

単

な

御

咎

め

で

は

済

ま

な

い

だ

ろ

う

と

家

来

達

は

心

配

し

な

が

ら

事

を 
老

中

方

へ

報

告

し

ま

し

た

。 

早

速

報

告

が

上

に

上

る

と

、

秀

忠

公

は

特

に

御

機

嫌

で

、

良

く

似

合

う

で

は

な

い

か

、 

と

上

意

が

あ

り

、

正

月

廿

七

日

虎

松

君

を

召

し

て

従

四

位

下

侍

従

に

列

し

、

名

も 

伊

予

守

と

し

、

叉

諱

の

一

字

を

下

さ

れ

忠

昌

公

と

な

り

ま

し

た

。 
 

質

問 

忠

昌

公

は

大

坂

夏

の

陣

に

お

い

て

、

御

自

身

の

手

柄

と

し

て

首

二

つ

あ

っ

た 

と

世

間

で

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

場

所

は

何

方

で

の

事

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

夏

の

陣

の

節

も

忠

昌

公

は

去

年

の

通

、

旗

本

組

で

本

多

佐

渡

守

殿

の

部

隊

に 

配

属

さ

れ

、

本

陣

に

詰

め

て

い

ま

し

た

。 

五

月

六

日

の

夕

方

、

本

多

佐

渡

殿

に

頼

み

、

明

七

日

の

一

戦

は

兄

三

河

守

と

一

所

に 

居

て

相

応

の

奉

公

を

仕

り

た

い

と

あ

る

の

で

佐

渡

守

殿

が

上

申

し

た

所

、

秀

忠

公

は 

暫

く

思

案

の

後

、

そ

れ

な

ら

思

う

様

に

と

許

可

が

あ

り

、

早

速

御

前

に

御

礼

を 

申

上

げ

、

夫

か

ら

忠

直

公

の

陣

所

へ

引

移

り

ま

し

た

。 
 

翌

七

日

の

朝

は

、

両

本

多

の

部

隊

の

真

中

に

位

置

し

て

、60

－70
ｍ

も

先

へ

出

て

隊

列

を 

揃

え

、

合

戦

が

始

る

や

否

や

諸

勢

よ

り

勝

れ

て

一

番

に

突

撃

す

る

の

を

見

て

、 

両

本

多

の

部

隊

も

同

じ

く

突

撃

に

移

り

毛

利

・

真

田

の

勢

を

切

崩

し

ま

し

た

。 

そ

の

時

忠

昌

公

は

僅

か

な

手

勢

で

首

数

五

十

七

討

取

り

、

内

首

二

つ

は

御

自

身

の

手

柄

で

す

。 

し

か

も

そ

の

一

つ

は

城

方

で

剣

術

の

名

人

と

言

わ

れ

た

念

流

左

太

夫

と

云

う

者

と

勝

負

し

、 

終

に

念

流

を

突

伏

、

首

を

取

っ

た

も

の

で

す

。 

此

時

突

き

折

れ

た

十

文

字

の

片

鑓

が

今

に

至

る

ま

で

越

前

家

代

々

の

持

鑓

と

な

り

ま

し

た

。 

こ

の

御

手

柄

に

つ

い

て

両

御

所

（

大

御

所

家

康

、

将

軍

秀

忠

）

も

感

心

さ

れ

た

と

言

い

ま

す 
   

 
 
 
 
 
 

十

一 

忠

昌

公

の

越

前

本

家

継

承 

質

問 

忠

昌

公

は

壱

万

石

の

初

知

行

拝

領

か

ら

、

僅

か

十

年

程

で

段

々

と

加

増

が

あ

り 

廿

五

万

石

迄

の

取

立

に

成

ら

れ

た

と

の

事

、

本

当

に

そ

の

通

り

で

す

か

。 

答

 

前

に

も

述

べ

た

様

に

慶

長

十

二

年

十

一

月

上

総

国

姉

ケ

崎

に

壱

万

石

拝

領

は 

十

一

歳

の

時

で

す

。 

元

和

元

年

大

坂

よ

り

帰

陣

の

後

十

一

月

に

至

り

、

常

陸

国

下

妻

に

三

万

石

拝

領

と 

な

っ

た

の

は

十

九

歳

の

時

で

す

。 

元

和

二

年

八

月

信

州

松

城

に

十

二

万

石

拝

領

し

た

の

は

廿

歳

の

時

で

す

。 

元

和

四

年

越

後

高

田

廿

五

万

石

拝

領

は

廿

二

歳

の

時

と

伝

え

て

い

ま

す

。 
 

質

問 

忠

直

公

の

身

上

が

破

綻

し

、

越

前

の

国

が

幕

府

に

召

上

げ

ら

れ

た

時

、 

忠

昌

公

の

身

上

も

大

分

危

な

い

様

子

だ

っ

た

と

あ

る

の

は

、

ど

の

様

な

事

情

が 
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あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 
答

 

越

前

の

国

が

幕

府

の

管

理

す

る

所

と

な

っ

て

、

一

年

以

上

も

守

護

の

任

命

も 
あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 
寛

永

元

年

四

月

に

至

り

、

忠

昌

公

が

召

さ

れ

て

登

城

し

た

と

こ

ろ

、

土

井

大

炊

頭

殿

を 

初

め

老

中

列

座

に

て

言

渡

さ

れ

た

事

は

、

三

河

守

は

不

行

跡

に

よ

り

配

流

と

な

り 

領

知

も

取

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

し

か

し

故

中

納

言

殿

は

徳

川

家

の

嫡

流

で

あ

り

、 

そ

の

家

が

断

絶

と

な

る

事

は

お

上

（

秀

忠

将

軍

）

も

残

念

に

思

わ

れ

、

あ

な

た

に 

本

家

相

続

を

仰

付

ら

れ

、

越

前

の

国

を

下

さ

れ

る

と

の

上

意

で

す

。

  

後

に

御

前

に

お

い

て

直

接

お

話

が

あ

り

ま

す

が

、

た

い

へ

ん

お

め

で

た

い

事

で

す

と 

挨

拶

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

忠

昌

公

は

、

故

中

納

言

の

事

を

考

慮

戴

き

、

本

家

相

続

を

私

に

仰

付

ら

れ

る

と

の 

上

意

は

、

誠

に

身

に

余

り

忝

い

事

で

す

。

し

か

し

三

河

守

は

自

身

の

不

徳

で

身

上

を 

失

い

ま

し

た

が

、

仙

千

代

と

云

う

倅

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

仙

千

代

を

捨

置

く

事

は

無

い 

と

い

う

事

で

あ

れ

ば

、

今

度

の

お

話

を

お

受

け

し

ま

す

が

、

も

し

仙

千

代

迄

も 

打

捨

て

る

と

云

う

事

で

あ

れ

ば

、

私

は

本

家

相

続

を

お

受

け

出

来

か

ね

ま

す

と 

申

上

げ

ま

し

た

。 

大

炊

頭

殿

は

、

仙

千

代

殿

は

御

上

の

筋

目

近

い

人

（

外

孫

）

で

す

か

ら

将

来

的

に

は 

捨

置

事

は

無

い

で

し

ょ

う

か

、

当

分

の

間

は

法

の

定

め

（

武

家

諸

法

度

）

通

り

に 

な

る

で

し

ょ

う

。 

そ

れ

は

暫

く

置

い

て

、

中

納

言

家

の

相

続

は

重

要

で

す

か

ら

先

ず

は

お

受

け

す

る

の

が 

良

い

で

し

ょ

う

と

一

座

の

老

中

方

が

一

同

に

意

見

を

述

べ

ま

す

。  

忠

昌

公

は

同

意

せ

ず

、

先

ず

は

仙

千

代

を

捨

置

く

事

は

な

い

と

云

う

御

内

意

で

も

、

せ

め

て 

承

ら

な

け

れ

ば

私

は

本

家

相

続

を

お

受

け

出

来

ま

せ

ん

と

申

さ

れ

ま

し

た

。 
 

大

炊

頭

も

、

お

気

持

は

分

り

ま

し

た

の

で

今

日

は

お

帰

り

下

さ

い

と

の

事

で

、 

忠

昌

公

は

退

出

し

翌

日

よ

り

気

分

が

勝

れ

な

い

と

引

込

み

ま

し

た

が

、

家

中

で

は 

そ

の

訳

を

知

る

者

は

殆

ん

ど

居

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

こ

で

世

間

で

は

伊

予

守

殿

も 

何

か

上

意

に

背

き

上

の

覚

え

悪

く

、

越

前

同

様

に

、

越

後

も

召

上

げ

ら

れ

る

の

で

は 

な

い

か

と

噂

し

た

と

云

う

事

で

す

。 
 

そ

ん

な

時

再

び

召

さ

れ

登

城

し

た

と

こ

ろ

、

先

日

は

仙

千

代

の

事

を

申

上

げ

た

と

こ

ろ

、 

良

く

分

っ

た

の

で

安

心

す

る

様

と

内

意

が

有

っ

た

旨

説

明

あ

り

ま

し

た

。 

そ

の

後

御

前

に

お

い

て

、

本

家

相

続

の

事

を

任

命

さ

れ

越

前

の

国

と

城

地

共

に

下

さ

る

旨 

直

接

の

上

意

が

あ

っ

た

と

云

う

事

で

す

。

こ

れ

は

忠

昌

公

が

廿

八

歳

の

時

の

事

で

す

。 
 

そ

の

年

の

七

月

に

忠

昌

公

は

越

後

よ

り

越

前

へ

引

越

、

昔

か

ら

北

の

庄

と

云

っ

た

所

を 

福

井

と

改

め

ら

れ

ま

し

た

。 

註

１

 

松

平

光

長

（1616-1707

）

幼

名

仙

千

代

、

忠

直

と

勝

姫

の

子

、

秀

忠

の

外

孫 
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註

２

 

土

井

大

炊

頭

（

利

勝1573-1644

）

秀

忠

、

家

光

政

権

に

お

け

る

筆

頭

老

中 
 

質

問 

忠

昌

公

が

秀

康

公

の

跡

継

と

し

て

任

命

さ

れ

た

以

上

、

全

て

に

お

い

て

忠

直

公 
の

代

の

通

り

で

し

ょ

う

か

。

叉

は

様

子

が

少

し

先

代

に

劣

る

事

な

ど

あ

っ

た

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

少

し

で

も

前

代

に

劣

る

様

子

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

結

局

忠

昌

公

は

、

秀

忠

公

に

御

馴

染

深

く

、

家

光

公

と

も

御

懇

意

厚

か

っ

た

の

で

、 

御

三

家

方

を

始

め

、

諸

家

の

付

合

い

も

先

代

と

は

別

格

だ

っ

た

と

伝

え

て

い

ま

す

。 
 

特

に

本

家

相

続

の

任

命

を

発

表

さ

れ

た

時

も

、

今

度

伊

予

守

を

故

中

納

言

殿

の 

後

継

と

す

る

の

で

、

本

多

伊

豆

を

始

、

家

中

の

面

々

は

忠

勤

を

励

む

様

言

渡

さ

れ

、 

徳

川

家

一

門

以

外

は

各

殿

文

字

を

用

い

る

様

に

と

有

り

ま

し

た

。

勿

論

直

接

将

軍

の 

親

書

を

戴

く

時

は

書

判

が

あ

り

ま

す

。

叉

参

府

の

節

は

品

川

迄

上

使

を

下

さ

れ

て

、 

到

着

即

登

城

と

な

り

一

般

の

大

名

か

ら

は

下

乗

下

馬

で

送

ら

れ

、

直

に

御

目

見

も 

仰

付

ら

れ

ま

す

。 
 

寛

永

二

年

に

は

上

野

の

国

の

内

に

鷹

場

を

拝

領

し

ま

し

た

。 

同

三

年

に

大

御

所

秀

忠

公

、

将

軍

家

光

公

共

に

上

洛

の

時

、

忠

昌

公

も

上

京

さ

れ

、 

正

四

位

参

議

に

任

ら

れ

、

全

て

忠

直

公

の

代

と

替

る

事

は

無

か

っ

た

と

伝

え

て

お

り

ま

す

。 
 

質

問 

忠

昌

公

が

越

前

を

拝

領

し

た

の

で

、

夫

迄

の

領

知

で

あ

る

越

後

高

田

の 

廿

五

万

石

は

直

ぐ

に

光

長

公

が

拝

領

し

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

前

に

述

べ

た

様

に

忠

直

公

の

一

子

仙

千

代

殿

を

見

捨

な

い

事

を

忠

昌

公

へ 

内

意

を

出

さ

れ

ま

し

た

が

、

幕

府

の

大

法

に

抵

触

す

る

と

思

わ

れ

た

か

、 

光

長

公

へ

直

接

に

は

下

さ

れ

ま

せ

ん

。 

今

ま

で

伊

予

守

に

下

さ

れ

た

越

後

高

田

廿

五

万

石

は

、

勝

姫

様

の

御

化

粧

田

と

し

て 

遣

わ

さ

れ

ま

し

た

。

夫

迄

は

越

前

の

御

前

様

と

云

わ

れ

ま

し

た

が

以

後

高

田

様 

と

呼

ば

れ

ま

し

た

。 
 

そ

の

後

高

田

様

よ

り

御

願

さ

れ

た

の

は

、

女

の

身

で

城

地

を

拝

領

す

る

の

も

ど

う

か

と 

思

い

ま

す

の

で

、

倅

仙

千

代

に

譲

り

、

応

分

の

奉

公

を

さ

せ

た

い

と

あ

り

ま

し

た

。 

是

も

忠

昌

公

が

取

持

ち

、

高

田

様

の

願

い

通

り

に

許

さ

れ

ま

し

た

。 

そ

の

時

言

渡

さ

れ

た

事

は

今

度

越

後

高

田

廿

五

万

石

の

所

は

、

高

田

様

よ

り

仙

千

代

殿

へ 

譲

ら

れ

る

事

に

な

っ

た

。

 

そ

う

な

る

と

藩

を

管

理

す

る

人

が

必

要

で

あ

る

。 

本

多

伊

豆

を

は

じ

め

、

家

老

職

分

の

者

は

本

家

を

立

去

る

様

な

事

を

し

て

は

な

ら

な

い

が

、 

其

外

の

面

々

に

つ

い

て

は

大

身

・

小

身

・

近

習

・

外

様

に

拘

ら

す

越

後

へ

行

き

た

い

と 

思

う

者

は

、

少

し

も

遠

慮

な

く

自

身

の

書

付

を

用

意

し

申

告

す

る

様

と

有

り

ま

し

た

。 
 

そ

こ

で

大

身

の

外

様

で

は

萩

田

主

馬

、

小

栗

備

後

、

岡

崎

壱

岐

、

本

多

監

物

、 

片

山

主

水

、

本

多

七

左

衛

門

、

野

本

右

近

な

ど

を

始

と

し

て

小

身

の

数

人

が 
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仙

千

代

殿

付

き

と

な

り

ま

し

た

。 
 

こ

の

時

の

事

で

し

ょ

う

か

、

高

田

様

よ

り

、

故

中

納

言

の

代

よ

り

越

前

家

に

伝

わ

る 
名

物

の

道

具

類

や

書

状

等

は

、

忠

昌

公

の

本

家

相

続

が

決

ま

っ

た

以

上

は

、 

あ

な

た

に

進

ぜ

る

の

で

そ

の

積

り

で

と

云

わ

れ

ま

し

た

。 

忠

昌

公

は

、

故

中

納

言

殿

の

治

め

ら

れ

た

越

前

の

城

地

を

拝

領

し

た

の

で

、 

是

で

十

分

本

家

相

続

の

訳

は

立

つ

の

で

、

そ

の

外

道

具

諸

色

は

仙

千

代

殿

が

所

持 

さ

れ

た

ら

良

い

と

返

答

さ

れ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

こ

の

た

め

例

の 

初

花

の

御

茶

入

は

も

ち

ろ

ん

、

立

派

な

道

具

類

は

全

て

越

後

の

方

に

残

り

ま

し

た

。 

註

１

 

大

法

 

慶

長

二

十

年

（

元

和

元

年

）

に

全

国

大

名

に

対

し

て

幕

府

よ

り 
 

武

家

諸

法

度

が

公

布

さ

れ

た

。

多

く

の

大

名

が

こ

の

法

に

触

れ

た

と

云

う

事

で 
 

改

易

さ

れ

た

。 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

十

二

 

越

前

の

家

柄 

質

問 

秀

忠

公

（

大

御

所

）

が

江

戸

西

の

丸

で

病

気

の

時

、

御

見

舞

い

と

し

て 

在

国

の

諸

大

名

衆

が

道

中

早

駕

籠

で

参

勤

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

  

現

在

で

は

そ

の

様

な

事

も

な

い

と

思

い

ま

す

。 

答

 

右

の

病

気

と

は

、

寛

永

六

年

の

事

の

様

で

す

。 

そ

の

前

、

駿

府

に

お

い

て

家

康

公

が

病

気

の

時

、

諸

国

の

大

名

衆

が

何

れ

も 

お

見

舞

い

と

し

て

訪

問

が

あ

り

ま

し

た

。 

今

度

も

病

気

が

重

い

と

の

事

が

国

々

へ

伝

わ

れ

ば

、

必

ず

皆

が

参

上

す

る 

だ

ろ

う

か

ら

指

止

る

様

に

と

、

大

坂

や

京

都

等

へ

も

連

絡

あ

り

ま

し

た

。 

そ

れ

で

も

参

上

す

る

人

々

は

押

し

留

め

る

様

に

と

、

品

川

迄

御

目

付

衆

を

出

し

て 

置

か

れ

ま

し

た

。 
 

忠

昌

公

も

越

前

よ

り

道

中

を

急

い

で

川

崎

に

到

着

し

た

所

、

今

度

参

向

の

大

名

方

は 

江

戸

に

入

る

事

は

誰

も

出

来

ま

せ

ん

。

何

方

も

お

帰

り

に

な

る

様

に

と

の

事

で

し

た

。 

そ

こ

で

忠

昌

公

は

川

崎

の

港

よ

り

船

を

使

っ

て

浅

草

の

屋

鋪

へ

入

り

、

直

に

老

中

方 

を

廻

り

様

子

を

伺

う

時

、

厚

恩

を

受

け

た

私

で

す

か

ら

、

た

と

え

御

機

嫌

に

背

い

て

も 

止

む

を

得

な

い

と

思

い

、

川

崎

か

ら

船

で

参

り

ま

し

た

と

云

わ

れ

、

そ

の

詞

が

上

に 

伝

わ

っ

た

と

こ

ろ

、

秀

忠

公

も

特

に

喜

ば

れ

登

城

が

許

さ

れ

ま

し

た

。

秀

忠

公

の 

側

近

く

に

召

さ

れ

、

諸

人

に

替

る

参

勤

の

事

を

た

い

へ

ん

満

悦

し

て

い

る

旨

の 

上

意

が

あ

っ

た

そ

う

で

す

。 
 

其

後

は

益

々

将

軍

家

と

関

係

が

良

く

、

寛

永

十

年

に

江

戸

龍

ノ

口

に

初

て

上

屋

敷

を 

拝

領

し

、

同

十

一

年

霊

巌

島

に

下

屋

敷

を

拝

領

、

同

十

四

年

に

越

前

国

木

本

の

領

地 

二

万

五

千

石

を

加

増

と

し

て

拝

領

し

ま

し

た

。 

註

１

 

龍

ノ

口

 

江

戸

城

大

手

門

外

、

現

在

の

丸

の

内

一

丁

目

付

近 

註

２

 

木

本

 

福

井

県

大

野

市

、

木

本

藩

と

し

て

忠

昌

の

弟

忠

良

が

分

与

拝

領

し

て

い

た

が

、 



 27 

 
 
 

忠

良

が

勝

山

藩

三

万

五

千

石

に

加

増

あ

り

廃

藩

と

な

っ

て

い

た

。 
 

質

問 

肥

前

国

島

原

で

切

支

丹

が

蜂

起

し

、

同

国

原

の

古

城

に

立

て

籠

も

っ

た

時

、 
九

州

各

国

の

大

名

衆

は

近

国

で

す

か

ら

殆

ん

ど

出

陣

を

命

ぜ

ら

れ

、

命

令

の

来

な

い 

所

も

そ

の

準

備

を

し

て

お

く

事

が

当

然

の

成

行

き

で

し

た

。 

そ

の

外

四

国

や

中

国

の

諸

大

名

方

は

そ

れ

程

準

備

の

指

示

も

無

か

っ

た

の

に

、 

北

国

の

越

前

福

井

で

は

盛

ん

に

準

備

を

し

て

い

た

の

は

不

可

解

で

す

。 

何

か

幕

府

か

ら

特

別

に

内

意

等

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

切

支

丹

蜂

起

の

成

敗

を

九

州

の

大

名

衆

へ

命

じ

ら

れ

た

事

を

忠

昌

公

が

聞

、 

私

が

島

原

に

行

っ

て

鎮

圧

す

る

の

で

お

暇

を

下

さ

い

。

厚

恩

を

受

け

た

私

で

す

が

、 

世

が

治

ま

っ

て

い

る

の

で

奉

公

す

る

所

が

あ

り

ま

せ

ん

、

せ

め

て

こ

の

様

な

事 

で

も

と

お

願

し

ま

し

た

が

、

家

光

公

の

上

意

は

、

言

葉

は

嬉

し

い

が

切

支

丹

の 

成

敗

如

き

を

そ

な

た

の

家

柄

で

や

る

事

で

は

無

い

と

云

う

事

で

し

た

。 
 

今

後

万

一

将

軍

自

ら

出

馬

す

る

よ

う

な

事

態

に

な

れ

ば

、

名

代

と

し

て

任

命

す

る 

か

ら

、

其

様

に

心

得

よ

と

の

事

で

し

た

。

そ

ん

な

訳

で

も

し

出

陣

す

る

事

に

な

っ

た 

時

に

備

え

、

家

中

の

人

々

も

そ

の

心

得

だ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

註

１

 

島

原

の

乱 

寛

永

十

四

年―

十

五

年

  
  質

問 

忠

昌

公

が

国

許

で

病

気

の

節

、

上

使

を

遣

わ

さ

れ

様

子

を

尋

ね

ら

れ

た 

と

聞

い

て

お

り

ま

す

が

、

そ

ん

な

事

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

そ

れ

は

寛

永

十

六

年

の

事

で

、

忠

昌

公

が

福

井

に

お

い

て

病

気

が

重

い

と

の 

事

が

江

戸

へ

聞

こ

え

て

、

家

光

公

の

上

聞

に

達

し

た

の

で

、

心

配

さ

れ

た

様

で 

中

根

大

隅

守

殿

を

上

使

と

し

て

、

越

前

へ

下

向

な

さ

れ

ま

し

た

。 

そ

れ

以

後

寛

永

十

九

年

参

勤

の

為

の

道

中

に

て

発

病

さ

れ

、

容

躰

も

重

い

と 

上

聞

に

達

し

、

上

使

と

し

て

島

田

庄

五

郎

殿

が

駿

河

の

国

島

田

の

宿

ま

で

来

ら

れ

た 

事

も

あ

り

ま

し

た

。 
 

質

問 

忠

昌

公

が

相

模

国

鎌

倉

へ

行

か

れ

た

事

が

有

っ

た

そ

う

で

す

。 

鎌

倉

見

物

の

為

で

あ

れ

ば

、

江

戸

越

前

往

復

の

時

等

に

立

寄

で

も

出

来

る

の

に 

態

々

お

暇

を

願

っ

て

出

か

け

ら

れ

た

の

は

ど

ん

な

御

用

が

有

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

答

 

こ

れ

は

寛

永

十

九

年

、

忠

昌

公

が

江

戸

滞

在

時

で

す

が

、

八

月

廿

三

日

、 

水

戸

英

勝

院

殿

が

逝

去

さ

れ

、

鎌

倉

英

勝

寺

に

お

い

て

法

事

が

行

わ

れ

た

の

で

、 

九

月

に

な

っ

て

お

暇

を

願

い

出

か

け

ら

れ

た

も

の

で

す

。 
 

詳

し

い

事

情

は

英

勝

院

殿

に

男

子

に

恵

ま

れ

ず

、

家

康

公

の

上

意

に

よ

り

幼

年

の 

忠

昌

公

の

養

母

と

な

る

事

に

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

そ

の

後

に

水

戸

頼

房

公

が 

誕

生

さ

れ

た

の

で

代

っ

て

頼

房

公

の

養

母

に

な

り

ま

し

た

。 

忠

昌

公

も

一

度

は

親

子

の

関

係

が

あ

っ

た

事

に

よ

り

、

お

暇

を

願

い

英

勝

寺

へ 
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参

詣

さ

れ

た

の

だ

と

伝

え

て

い

ま

す 
註

１
 

英

勝

院

（1578-1642

）

家

康

側

室

、

太

田

道

灌

の

曽

孫

説

あ

る 
註

２

 

水

戸

頼

房

（1603-1661

）

家

康

の

十

一

男

、

水

戸

徳

川

家

祖 
 
 
 

側

室

養

珠

院

の

子

、

英

勝

院

が

養

母

と

な

る 
 

質

問 

越

前

家

の

一

門

方

は

、

何

れ

も

所

持

の

挟

箱

に

な

め

し

皮

の

覆

い

を

掛

け

ま

す

が

、 

こ

れ

は

御

先

祖

秀

康

公

の

代

か

ら

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

秀

康

公

と

忠

直

公

の

代

は

勿

論

、

忠

昌

公

の

代

に

な

っ

て

も

御

三

家

方

の

挟

箱

と 

変

わ

る

事

は

有

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

忠

昌

公

の

代

に

な

っ

て

江

戸

龍

ノ

口

に

始

め

て

上

屋

敷

を

拝

領

以

来

、

在

府

の

期

間

が 

長

く

な

り

、

方

々

へ

お

出

か

け

も

頻

繁

に

な

る

と

、

し

ば

し

ば

御

三

家

方

と

見

間

違

え

て

、 

下

乗

下

馬

さ

れ

る

大

名

衆

が

多

く

あ

る

の

を

、

忠

昌

公

が

嫌

が

り

紋

の

見

へ

な

い

様

に

と

、 

な

め

し

皮

の

覆

い

を

掛

け

さ

せ

ま

し

た

。 

以

来

、

越

前

家

と

云

え

ば

挟

箱

は

金

の

紋

付

で

は

な

く

、

皮

ゆ

た

ん

を

掛

け

た

も

の

と 

な

り

ま

し

た

。 
 

細

か

く

言

え

ば

、

皮

ゆ

た

ん

を

掛

け

る

時

は

物

静

か

な

時

で

、

何

か

緊

急

時

と

か

、 

混

雑

や

騒

動

で

家

柄

を

顕

す

必

用

が

あ

る

時

は

、

上

の

ゆ

た

ん

を

は

ず

し

、

下

の

紋

が 

見

え

る

様

な

趣

向

で

し

た

。

 

い

つ

も

必

ず

皮

ゆ

た

ん

を

掛

け

て

置

く

と

云

う

訳

で

は 

あ

り

ま

せ

ん 

註

１

 

ゆ

た

ん

 

風

呂

敷

。 
 

質

問 

家

老

の

本

多

孫

太

郎

と

毛

利

家

の

吉

川

監

物

の

両

人

は

種

々

の

点

で

幕

府

の 

待

遇

が

結

構

な

家

老

と

の

事

、

加

賀

・

陸

奥

・

薩

摩

の

三

家

を

始

、

諸

家

の

家

老

の

中

に

も 

同

じ

よ

う

な

人

は

見

え

ま

せ

ん

が

、

こ

れ

に

は

ど

ん

な

理

由

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か 

答

 

毛

利

家

の

吉

川

は

そ

の

人

に

依

り

、

当

家

の

孫

太

郎

は

主

君

の

家

柄

に

よ

る

も

の

で

、 

そ

の

事

情

は

異

な

り

ま

す

。 
 

ま

ず

吉

川

に

つ

い

て

は

、

慶

長

五

年

関

ヶ

原

の

一

戦

の

時

、

主

人

の

毛

利

輝

元

は 

石

田

三

成

と

同

盟

し

て

関

東

へ

敵

対

し

、

領

地

は

全

て

取

上

げ

ら

れ

身

上

を

失

い

ま

し

た

。 

そ

の

時

吉

川

は

毛

利

宰

相

殿

と

心

を

合

せ

、

家

康

公

へ

忠

節

の

奉

公

を

し

た

事

に

よ

り

、 

毛

利

の

本

領

の

内

、

周

防

・

長

門

両

国

を

吉

川

に

与

え

ら

れ

、

そ

れ

を

輝

元

へ

下

さ

る 

事

に

な

り

ま

し

た

。

主

人

の

家

を

残

し

た

吉

川

は

、

特

別

の

思

召

し

で

、

陪

臣

と 

云

え

ど

も

直

臣

同

様

の

格

式

に

な

っ

た

と

聞

い

て

お

り

ま

す

。 

こ

れ

が

人

に

依

る

と

云

う

理

由

で

す

。 
 

当

家

の

両

本

多

に

つ

い

て

は

、

例

え

ば

尾

張

の

成

瀬

隼

人

、

紀

州

の

安

藤

帯

刀

、 

水

戸

の

中

山

備

前

、

更

に

当

家

の

本

多

伊

豆

、

同

飛

騨

な

ど

は

同

格

で

あ

り

、 

家

康

公

、

秀

忠

公

の

代

に

付

家

老

と

し

て

任

命

さ

れ

た

も

の

で

す

。
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今

も

以

前

通

り

の

待

遇

で

あ

り

、

こ

れ

は

主

人

の

家

柄

に

関

係

す

る

と

云

う

事

で

す

。 
註

１
 

毛

利

宰

相

（

秀

元1579-1650

）

元

就

孫

、

毛

利

家

重

臣 
註

２

 

毛

利

輝

元

（1553-1625

）

元

就

孫

、

毛

利

本

家

、

関

ヶ

原

西

軍

総

大

将 
註

３

 

吉

川

広

家

（1561-1625

）

毛

利

一

族

、

家

康

に

内

通

、

関

ヶ

原

で

中

立 
 

質

問 

故

中

納

言

秀

康

公

は

秀

忠

公

に

と

っ

て

正

統

な

兄

上

で

す

か

ら

現

将

軍

家

の 

本

家

と

言

う

事

に

な

る

で

し

ょ

う

か

。 

答

 
 

一

般

的

に

武

家

の

系

譜

で

は

本

家

と

嫡

家

の

別

が

あ

り

ま

す

。 

先

ず

本

家

と

は

、

其

家

代

々

の

本

家

を

嫡

男

で

継

ぐ

の

は

云

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。 

た

と

え

何

か

理

由

が

有

っ

て

嫡

子

を

惣

領

に

立

て

ず

、

次

男

や

三

男

が

相

続

し

て

も 

是

を

本

家

と

云

い

ま

す

。 

そ

の

家

の

嫡

子

が

生

れ

な

が

ら

何

か

事

情

が

あ

っ

て

、

本

家

の

相

続

が

出

来

ず 

次

男

を

立

て

た

家

を

さ

し

て

、

本

家

の

方

か

ら

は

嫡

家

と

い

い

ま

す

。 

そ

れ

で

は

秀

忠

公

の

場

合

は

、

秀

康

公

の

弟

で

す

が

惣

領

に

立

て

ら

れ

、 

天

下

の

譲

渡

を

受

け

ら

れ

た

の

で

す

か

ら

、

越

前

家

か

ら

見

れ

ば

本

家

以

外

に 

言

い

様

が

あ

り

ま

せ

ん

。 

一

方

将

軍

家

か

ら

見

れ

ば

越

前

家

は

嫡

家

で

あ

る

と

さ

れ

ま

す

。 
 

こ

れ

に

よ

り

、

前

に

も

述

べ

た

通

り

越

前

家

は

他

の

諸

家

と

は

違

っ

て

懇

意

と 

さ

れ

る

理

由

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

の

証

拠

に

は

、

忠

直

公

が

配

流

と

な

る

様

な

事

実

が 

あ

っ

て

も

、

越

前

家

の

相

続

を

弟

忠

昌

公

へ

そ

の

ま

ま

継

が

せ

、

更

に

忠

直

公

の

息

男 

光

長

公

迄

も

特

別

な

処

置

と

し

て

越

後

高

田

廿

五

万

石

を

拝

領

す

る

等

は

、

是

は

全

て 

嫡

家

の

筋

目

を

考

慮

さ

れ

た

た

め

と

思

い

ま

す

。 
 

今

の

諸

大

名

家

に

お

い

て

も

、

本

家

と

嫡

家

の

関

係

の

家

々

は

多

く

あ

り

ま

す

。 

先

水

戸

家

は

本

家

で

あ

り

、

松

平

讃

岐

守

殿

は

嫡

家

、

松

平

陸

奥

守

殿

や 

井

伊

掃

部

頭

殿

は

本

家

で

伊

達

遠

江

守

殿

、

井

伊

兵

部

少

輔

殿

な

ど

は

嫡

家

で

す

。 

こ

の

様

に

大

身

か

ら

小

身

迄

幾

ら

で

も

あ

り

ま

す

。 
 

そ

ん

な

訳

で

本

家

の

方

か

ら

は

外

の

連

枝

の

家

よ

り

も

嫡

家

を

特

に

親

し

み

深

く

、 

叉

嫡

家

の

方

か

ら

は

本

家

の

事

を

一

門

の

列

を

は

な

れ

て

大

切

に

す

る

事

が

古

今

の 

武

家

の

作

法

で

す

。

こ

の

事

よ

り

宰

相

忠

直

公

は

大

坂

の

陣

に

お

い

て

諸

家

に 

抜

出

た

軍

忠

を

な

さ

れ

、

後

の

宰

相

忠

昌

公

も

、

西

国

の

は

て

な

る

島

原

一

揆

の

事

を 

北

国

に

あ

る

身

な

が

ら

出

陣

御

願

し

、

或

は

秀

忠

公

病

気

の

節

、

他

の

大

名

衆

と

は 

関

係

な

く

只

壱

人

川

崎

よ

り

船

で

廻

り

、

御

機

嫌

を

伺

っ

て

も

何

の

御

咎

も

な

く

、 

却

っ

て

御

上

も

御

機

嫌

に

応

じ

世

間

の

そ

し

り

も

な

い

の

は

、

偏

に

本

家

と

嫡

家

の 

筋

目

が

根

拠

と

云

え

る

で

し

ょ

う

。 

註

１

 

水

戸

頼

房

二

男

光

圀

本

家

相

続

、

嫡

男

頼

重

は

松

平

讃

岐

守

初

代

藩

主 

註

２

 

井

伊

直

政

二

男

直

孝

本

家

相

続

、

長

男

直

勝

は

兵

部

頭

家

と

な

る 
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註

３

 

伊

達

政

宗

二

男

忠

宗

本

家

相

続

、

長

男

秀

宗

（

遠

江

守

）

伊

予

宇

和

島

初

代

藩

主

  
 

質

問 

越

後

と

越

前

の

家

は

ど

ち

ら

を

本

家

、

ど

ち

ら

を

嫡

家

と

云

う

の

で

し

ょ

う

。

  
答

 
 

そ

の

件

は

前

に

も

述

べ

た

通

り

、

忠

直

公

は

秀

康

公

の

嫡

男

と

し

て

、

然

も 

そ

の

家

督

を

相

続

し

た

方

の

嫡

子

で

あ

る

中

将

光

長

公

を

本

家

と

云

う

べ

き 

で

す

が

、

先

程

も

云

っ

た

通

り

忠

直

公

は

幕

府

の

勘

気

を

蒙

っ

て

配

流

と

な

り 

越

前

の

城

地

共

に

全

て

召

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。 
 

一

年

余

も

過

ぎ

て

か

ら

、

特

別

に

忠

昌

公

が

本

家

相

続

を

仰

付

ら

れ

越

前

の

城

地

を 

拝

領

し

、

本

多

伊

豆

を

始

、

諸

家

老

達

も

皆

当

家

に

勤

め

る

と

い

う

幕

府

の

計

ら

い

で 

故

中

納

言

時

代

に

替

ら

ず

続

い

た

の

で

す

か

ら

、

こ

の

家

以

外

を

越

前

家

の

本

家

と 

云

う

人

は

居

な

い

で

し

ょ

う

。

そ

う

な

る

と

越

後

の

家

は

、

越

前

の

家

か

ら

は

嫡

家

と 

云

う

事

に

な

り

ま

す

。 
  

 

享

保

元

八

月 
 
 
 
 
 
 

大

道

寺

一

葉

軒

友

山 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

拾

八

歳

こ

れ

を

記

す 
  


